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お
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め
）
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（
過
去
の
判
決
）

平
成2

1

年
度

本
願
一
乗

判
決

【
題
意
】

成
仏
の
法
は
本
願
一
乗
の
み
で
あ
っ
て
、
聖
道
門
及
び
浄
土
門
内
の
要
門
・
真
門
を
権
仮
方
便
と
し
て
、
本

願
の
一
法
の
み
が
真
実
の
法
門
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

「
行
文
類
」
一
乗
海
釈
、『
愚
禿
鈔
』、『
一
念
多
念
文
意
』

文
は
省
略
す
る
。

【
釈
名
】

「
本
願
」
と
は
、
第
十
八
願
の
こ
と
で
あ
る
。「
一
乗
」
の
「
一
」
と
は
、
唯
一
無
二
の
意
で
あ
る
。「
乗
」

と
は
、
運
載
の
意
で
衆
生
を
大
菩
提
に
運
載
す
る
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
本
願
一
乗
」
と
は
、
第
十
八
願

法
、
す
な
わ
ち
弘
願
法
の
み
が
衆
生
を
大
菩
提
に
運
載
す
る
唯
一
無
二
の
法
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

【
義
相
】

（
一
）

一
乗
の
義
を
明
か
す

①
所
至
の
究
竟

一
乗
法
と
は
、
究
竟
の
仏
果
を
所
至
と
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
究
竟
を
所
至
と
し

な
い
乗
は
、
究
竟
に
至
る
た
め
に
は
、
他
の
乗
を
必
要
と
し
、
こ
れ
で
は
一
乗
と
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
弘

願
法
の
所
至
は
、「
証
文
類
」
に
「
利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
」
と
示
さ
れ
、
そ
れ
は
第
十
一
願

所
誓
の
滅
度
で
あ
る
。
宗
祖
は
滅
度
の
転
釈
の
中
、「
無
為
法
身
」
を
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
一
乗
海
釈
中
の

「
究
竟
法
身
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
、「
法
身
は
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま

し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
れ
ず
、
こ
と
ば
も
た
え
た
り
」
と
釈
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
法
性
法

身
で
あ
る
。
宗
祖
は
、
滅
度
の
転
釈
を
「
一
如
」
で
結
ば
れ
、「
し
か
れ
ば
、
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生
し
て
」

と
、
主
伴
同
証
す
な
わ
ち
衆
生
の
所
証
と
弥
陀
の
所
証
と
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
行

文
類
」
引
用
の
『
往
生
礼
讃
』
に
、「
諸
仏
の
所
証
は
平
等
に
し
て
こ
れ
こ
と
説
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
究
竟
の

仏
果
は
、
一
切
の
仏
に
お
い
て
平
等
で
あ
り
、
一
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
一
乗
海
釈
の
「
異
の
如
来
ま
し
ま
さ
ず
、

異
の
法
身
ま
し
ま
さ
ず
」
と
釈
さ
れ
る
意
で
あ
る
。

な
お
、
一
乗
と
は
大
乗
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
が
、
大
乗
に
対
す
る
小
乗
と
は
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
の
二
乗
を
意

味
し
、
そ
の
所
至
は
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
で
あ
り
、
究
竟
の
仏
果
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
大
乗
と
は
、
声

聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
・
仏
乗
の
四
乗
の
中
の
仏
乗
の
こ
と
で
あ
る
。

後
に
二
乗
・
三
乗
と
出
さ
れ
る
が
、
聖
道
法
を
菩
薩
乗
と
し
て
二
乗
に
加
え
、
三
乗
と
す
る
。
二
乗
の
所
至

が
究
竟
の
仏
果
で
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
極
重
の
悪
人
に
と
っ
て
は
、
聖
道
法
に
よ
っ
て
は
究
竟
の
仏
果

に
至
る
こ
と
は
で
き
ず
、
結
局
、
一
切
衆
生
を
善
悪
賢
愚
の
隔
て
な
く
運
載
し
、
真
実
報
土
に
往
生
せ
し
め
、

究
竟
の
仏
果
を
得
せ
し
め
る
の
は
弘
願
法
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
誓
願
一
仏
乗
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

大
乗
は
二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。
二
乗
・
三
乗
は
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。
一
乗
は
す
な

は
ち
第
一
義
乗
な
り
。
た
だ
こ
れ
誓
願
一
仏
乗
な
り
。

と
釈
さ
れ
る
意
な
の
で
あ
る
。

②
本
願
の
力
用

一
乗
法
は
、
一
切
の
機
を
運
載
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
の
法
に
よ
っ
て
運
載
さ

れ
な
い
機
が
存
在
す
れ
ば
、そ
の
機
の
た
め
に
他
の
乗
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。弘
願
法
の
所
被
の
機
は
、

偈
前
の
文
に
、

20220330更新 本願一乗



- 3 -

「
そ
の
機
は
す
な
は
ち
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
な
り
」
と
示
さ
れ
る
。
海
の
釈
に
「
凡
聖
所
修
の
雑
修
雑
善
の

川
水
を
転
じ
、逆
謗
闡
提
恒
沙
無
明
の
海
水
を
転
じ
て
、本
願
大
悲
智
慧
真
実
恒
沙
万
徳
の
大
宝
海
水
と
な
る
」、

「
願
海
は
二
乗
雑
善
の
中
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
人
天
の
虚
仮
邪
偽
の
善
業
、
雑
毒
雑
心
の

屍
骸
を
宿
さ
ん
や
」
と
、
本
願
一
乗
海
は
、
凡
夫
・
聖
者
、
逆
謗
闡
提
の
雑
善
・
無
明
を
転
ず
る
と
い
わ
れ
、

そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
に
は
二
乗
の
雑
善
、
人
天
の
虚
仮
邪
偽
の
善
業
、
雑
毒
雑
心
の
自
力
行
・
自
力
心
の
存
在
が

許
さ
れ
な
い
と
説
か
れ
る
の
は
、
一
切
の
機
を
運
載
す
る
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
念
仏
と
諸
善
と
の
比
較

一
乗
海
釈
で
は
、『
大
経
』
所
詮
の
教
法
で
あ
る
第
十
八
願
法
を
念
仏
で
あ
ら
わ
し
、
八
万
四
千
の
法
門
を

『
観
経
』
顕
説
の
要
門
法
に
摂
め
て
諸
善
で
あ
ら
わ
し
、
念
仏
と
諸
善
と
が
比
校
対
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

弘
願
法
に
運
載
さ
れ
る
他
力
の
機
と
、
要
門
法
に
よ
っ
て
成
仏
道
を
歩
む
自
力
の
機
と
が
比
校
対
論
さ
れ
て
い

る
。す

な
わ
ち
、
教
に
つ
い
て
念
仏
と
諸
善
、
機
に
つ
い
て
自
力
の
機
と
他
力
の
機
と
を
比
校
対
論
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
誓
願
一
仏
乗
が
あ
ら
ゆ
る
法
門
に
超
え
勝
れ
た
唯
一
無
二
の
法
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
お
、
教
に
つ
い
て
「
絶
対
不
二
の
教
」
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
相
対
を
絶
し
た
絶
対
で

は
な
く
、
他
の
教
法
か
ら
抜
き
ん
出
て
、
比
肩
す
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
勝
れ
た
唯
一
の
教
法
で
あ
る
と
の
意
で

あ
る
。
機
に
つ
い
て
「
絶
対
不
二
」
が
い
わ
れ
る
の
も
同
じ
意
趣
で
あ
る
。

ভ
ഭ
੧
␯
਻
ਔ
␰

仏
教
の
真
仮
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
悪
を
問
わ
な
い
広
大
な
仏
道
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
一
切
の
衆

生
を
成
仏
せ
し
め
る
仏
道
は
本
願
の
一
法
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

␯
ল
ು
␰

␫
ষ
ધ
థ
␬
঳
ଭ
ਲ
๸

（『
聖
典
全
書
』
二
巻54

頁
）（『
註
釈
版
』195

頁
）

【84

】

「
一
乗
海
」
と
い
ふ
は
、「
一
乗
」
は
大
乗
な
り
。
大
乗
は
仏
乗
な
り
。
一
乗

を
得
る
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
な
り
。
阿
耨
菩
提
は
す
な
は
ち
こ
れ
涅
槃
界

な
り
。
涅
槃
界
は
す
な
は
ち
こ
れ
究
竟
法
身
な
り
。
究
竟
法
身
を
得
る
は
す
な
は
ち
一

乗
を
究
竟
す
る
な
り
。
異
の
如
来
ま
し
ま
さ
ず
。
異
の
法
身
ま
し
ま
さ
ず
。
如
来
は
す

な
は
ち
法
身
な
り
。
一
乗
を
究
竟
す
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
辺
不
断
な
り
。
大
乗
は
二

乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。
二
乗
・
三
乗
は
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。
一
乗
は
す

な
は
ち
第
一
義
乗
な
り
。
た
だ
こ
れ
誓
願
一
仏
乗
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
巻55

頁
）（『
註
釈
版
』197

頁
）

【91

】

「
海
」
と
い
ふ
は
、
久
遠
よ
り
こ
の
か
た
凡
聖
所
修
の
雑
修
・
雑
善
の
川
水
を

転
じ
、
逆
謗
闡
提
・
恒
沙
無
明
の
海
水
を
転
じ
て
、
本
願
大
悲
智
慧
真
実
・
恒
沙
万
徳

の
大
宝
海
水
と
成
る
。
こ
れ
を
海
の
ご
と
き
に
喩
ふ
る
な
り
。
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、

『
経
』
に
説
き
て
「
煩
悩
の
氷
解
け
て
功
徳
の
水
と
成
る
」
と
の
た
ま
へ
る
が
ご
と

20220330更新 本願一乗
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し
。｛
以
上
｝

願
海
は
二
乗
雑
善
の
中
・
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
人
・
天
の
虚

仮
・
邪
偽
の
善
業
、
雑
毒
雑
心
の
屍
骸
を
宿
さ
ん
や
。

類
文

␫
ষ
ધ
థ
␬
঳
ଭ
ਲ
๸

（『
聖
典
全
書
』
二
巻57
頁
）（『
註
釈
版
』199

頁
）

【98

】

し
か
る
に
教
に
つ
い
て
念
仏
諸
善
比
校
対
論
す
る
に
、
難
易
対
、
頓
漸
対
、
横
竪

対
、
超
渉
対
、
順
逆
対
、
大
小
対
、
多
少
対
、
勝
劣
対
、
親
疎
対
、
近
遠
対
、
深
浅
対
、
強
弱
対
、

重
軽
対
、
広
狭
対
、
純
雑
対
、
径
迂
対
、
捷
遅
対
、
通
別
対
、
不
退
退
対
、
直
弁
因
明
対
、
名
号
定

散
対
、
理
尽
非
理
尽
対
、
勧
無
勧
対
、
無
間
間
対
、
断
不
断
対
、
相
続
不
続
対
、
無
上
有
上
対
、
上

上
下
下
対
、
思
不
思
議
対
、
因
行
果
徳
対
、
自
説
他
説
対
、
回
不
回
向
対
、
護
不
護
対
、
証
不
証
対
、

讃
不
讃
対
、
付
属
不
属
対
、
了
不
了
教
対
、
機
堪
不
堪
対
、
選
不
選
対
、
真
仮
対
、
仏
滅
不
滅
対
、

法
滅
利
不
利
対
、
自
力
他
力
対
、
有
願
無
願
対
、
摂
不
摂
対
、
入
定
聚
不
入
対
、
報
化
対
あ
り
。
こ

の
義
か
く
の
ご
と
し
。
し
か
る
に
本
願
一
乗
海
を
案
ず
る
に
、
円
融
満
足
極
速
無
碍
絶
対
不
二
の
教

な
り
。【99

】

ま
た
機
に
つ
い
て
対
論
す
る
に
、
信
疑
対
、
善
悪
対
、
正
邪
対
、
是
非
対
、
実
虚

対
、
真
偽
対
、
浄
穢
対
、
利
鈍
対
、
奢
促
対
、
豪
賤
対
、
明
闇
対
あ
り
。
こ
の
義
か
く
の
ご
と
し
。

し
か
る
に
一
乗
海
の
機
を
案
ず
る
に
、
金
剛
の
信
心
は
絶
対
不
二
の
機
な
り
、
知
る
べ
し
。

「
化
身
土
文
類
」
観
経
隠
顕
（『
聖
典
全
書
』
二
巻196

頁
）（『
註
釈
版
』394
頁
）

「
門
余
」
と
言
は
、「
門
」
は
即
ち
八
万
四
千
の
仮
門
也
、「
余
」
は
則
ち
本
願
一
乗
海
な
り
。

【35

】

凡
そ
一
代
の
教
に
就
て
、
此
の
界
の
中
に
し
て
入
聖
得
果
す
る
を
聖
道
門
と
名
く
、

難
行
道
と
云
へ
り
。
此
の
門
の
中
に
就
い
て
、
大
・
小
、
漸
・
頓
、
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
・
実
、

顕
・
密
、
竪
出
・
竪
超
あ
り
。
則
ち
是
れ
自
力
、
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の
道
路
也
。
安
養
浄
刹

に
し
て
入
聖
証
果
す
る
を
浄
土
門
と
名
く
、
易
行
道
と
云
へ
り
。
こ
の
門
の
中
に
就
い
て
、
横
出
・

横
超
、
仮
・
真
、
漸
・
頓
、
助
正
・
雑
行
、
雑
修
・
専
修
あ
る
な
り
。
正
と
は
五
種
の
正
行
な
り
。

助
と
は
名
号
を
除
き
て
以
外
の
五
種
こ
れ
な
り
。
雑
行
と
は
、
正
助
を
除
き
て
以
外
を
こ
と
ご
と
く

雑
行
と
名
づ
く
。
こ
れ
す
な
は
ち
横
出
・
漸
教
、
定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
な
り
。

横
超
と
は
、
本
願
を
憶
念
し
て
自
力
の
心
を
離
る
、
こ
れ
を
横
超
他
力
と
名
づ
く
る
な
り
。
こ
れ
す

な
は
ち
専
の
な
か
の
専
、
頓
の
な
か
の
頓
、
真
の
な
か
の
真
、
乗
の
な
か
の
一
乗
な
り
。
こ
れ
す
な

は
ち
真
宗
な
り
。
す
で
に
真
実
行
の
な
か
に
顕
し
を
は
ん
ぬ
。

␭
ᄉ
᎗
₅
␮

（『
聖
典
全
書
』
二
巻284

頁
上
）（『
註
釈
版
』503

頁
）

【13

】

た
だ
阿
弥
陀
如
来
の
選
択
本
願
（
第
十
八
願
）
を
除
き
て
以
外
の
、
大
小
・
権
実
・
顕

密
の
諸
教
は
、
み
な
こ
れ
難
行
道
、
聖
道
門
な
り
。
ま
た
易
行
道
、
浄
土
門
の
教
は
、
こ
れ
を
浄
土

回
向
発
願
自
力
方
便
の
仮
門
と
い
ふ
な
り
と
、
知
る
べ
し
。

（『
聖
典
全
書
』
二
巻286

頁
下
）（『
註
釈
版
』507

頁
）

【38

】

本
願
一
乗
は
、
頓
極
・
頓
速
・
円
融
・
円
満
の
教
な
れ
ば
、
絶
対
不
二
の
教
、
一
実
真

如
の
道
な
り
と
、
知
る
べ
し
。
専
が
な
か
の
専
な
り
、
頓
が
な
か
の
頓
な
り
、
真
の
な
か
の
真
な
り
、

円
の
な
か
の
円
な
り
。
一
乗
一
実
は
大
誓
願
海
な
り
。［
第
一
希
有
の
行
な
り
。］
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（『
聖
典
全
書
』
二
巻287

頁
上
）（『
註
釈
版
』508

頁
）

【43

】

二
教
対

本
願
一
乗
海
は
、
頓
極
・
頓
速
・
円
融
・
円
満
の
教
な
り
と
、
知
る
べ
し
。

浄
土
の
要
門
は
、
定
散
二
善
・
方
便
仮
門
・
三
福
九
品
の
教
な
り
と
、
知
る
べ

し
。

（『
聖
典
全
書
』
二
巻288
頁
下
）（『
註
釈
版
』510

頁
）

【47

】

二
機
対

一
乗
円
満
の
機
は
、
他
力
な
り
。

漸
教
回
心
の
機
は
、
自
力
な
り
。

␭
঳
୛
੗
୛
ધ
ਔ
␮

（『
聖
典
全
書
』
二
巻673

頁
）（『
註
釈
版
』690
頁
）

こ
の
要
門
・
仮
門
よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
す
す
め
こ
し
ら
へ
て
、
本
願
一
乗
円
融
無
碍
真
実
功

徳
大
宝
海
に
を
し
へ
す
す
め
入
れ
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
よ
ろ
づ
の
自
力
の
善
業
を
ば
、
方
便
の
門
と

申
す
な
り
。
い
ま
一
乗
と
申
す
は
本
願
な
り
。
円
融
と
申
す
は
、
よ
ろ
づ
の
功
徳
善
根
み
ち
み
ち
て

か
く
る
こ
と
な
し
、
自
在
な
る
こ
こ
ろ
な
り
。
無
碍
と
申
す
は
、
煩
悩
悪
業
に
さ
へ
ら
れ
ず
、
や
ぶ

ら
れ
ぬ
を
い
ふ
な
り
。
真
実
功
徳
と
申
す
は
名
号
な
り
。
一
実
真
如
の
妙
理
、
円
満
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
、

大
宝
海
に
た
と
へ
た
ま
ふ
な
り
。
一
実
真
如
と
申
す
は
無
上
大
涅
槃
な
り
。
涅
槃
す
な
は
ち
法
性
な

り
、
法
性
す
な
は
ち
如
来
な
り
。
宝
海
と
申
す
は
、
よ
ろ
づ
の
衆
生
を
き
ら
は
ず
、
さ
は
り
な
く
へ

だ
て
ず
、
み
ち
び
き
た
ま
ふ
を
、
大
海
の
水
の
へ
だ
て
な
き
に
た
と
へ
た
ま
へ
る
な
り
。
こ
の
一
如

宝
海
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
無
碍
の
ち
か
ひ
を
お
こ
し
た

ま
ふ
を
た
ね
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
と
な
り
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
報
身
如
来
と
申
す
な
り
。
こ
れ
を
尽

十
方
無
碍
光
仏
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
れ
る
な
り
。こ
の
如
来
を
南
無
不
可
思
議
光
仏
と
も
申
す
な
り
。

こ
の
如
来
を
方
便
法
身
と
は
申
す
な
り
。
方
便
と
申
す
は
、
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
、
御
な
を
し
め
し

て
、
衆
生
に
し
ら
し
め
た
ま
ふ
を
申
す
な
り
。
す
な
は
ち
阿
弥
陀
仏
な
り
。
こ
の
如
来
は
光
明
な
り
、

光
明
は
智
慧
な
り
、
智
慧
は
ひ
か
り
の
か
た
ち
な
り
、
智
慧
ま
た
か
た
ち
な
け
れ
ば
不
可
思
議
光
仏

と
申
す
な
り
。
こ
の
如
来
、
十
方
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
無
辺
光
仏
と
申
す
。

し
か
れ
ば
、
世
親
菩
薩
は
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。
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␯
๸
੡
␰

本
願

Ｑ

本
願
の
釈
名
如
何
。

Ａ

「
因
本
の
誓
願
」「
根
本
の
誓
願
」
の
両
義
あ
り
。

Ｑ

因
本
の
誓
願
と
は
？

Ａ

因
本
は
果
末
に
対
す
る
語
で
、
因
位
の
菩
薩
の
誓
願
を
い
う
。

Ｑ

果
末
と
は
？

Ａ

誓
願
成
就
の
成
仏
。

Ｑ

菩
薩
の
誓
願
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
？

Ａ

総
願
と
別
願

『
選
択
集
』
本
願
章
（『
聖
典
全
書
』
一
巻
頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1202

頁
）

わ
た
く
し
に
い
は
く
、
一
切
の
諸
仏
お
の
お
の
総
別
二
種
の
願
あ
り
。「
総
」
と
い
ふ
は
四
弘
誓

願
こ
れ
な
り
。「
別
」
と
い
ふ
は
釈
迦
の
五
百
の
大
願
、
薬
師
の
十
二
の
上
願
等
の
ご
と
き
こ
れ
な

り
。
い
ま
こ
の
四
十
八
の
願
は
こ
れ
弥
陀
の
別
願
な
り
。

四
弘
誓
願

衆
生
無
辺
誓
願
度

煩
悩
無
数
誓
願
断

法
門
無
尽
誓
願
学

仏
道
無
上
誓
願
成

Ｑ

本
願
を
「
因
本
の
誓
願
」
と
し
た
と
き
、
本
願
は
何
か
？

Ａ

阿
弥
陀
仏
が
成
就
し
た
法
蔵
菩
薩
因
位
の
誓
願
、
す
な
わ
ち
四
十
八
願
全
体
を
指
す
。

『
選
択
集
』
特
留
章
（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1227

頁
）

お
ほ
よ
そ
四
十
八
願
み
な
本
願
な
り
と
い
へ
ど
も

Ｑ

「
根
本
の
誓
願
」
根
本
と
は
如
何

Ａ

草
木
の
根
元
で
、
枝
葉
な
ど
を
出
す
か
ら
出
生
の
義
が
あ
る
。
枝
末
に
対
す
る
。

Ｑ

根
本
と
枝
末
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
。

Ａ

根
本
は
第
十
八
願
。
枝
末
は
四
十
八
願
お
よ
び
釈
尊
一
代
の
説
法
。

Ｑ

枝
末
が
四
十
八
願
と
い
う
文
証
如
何
。

Ａ

「
本
願
中
之
王
」
と
い
う
立
場
で
す
。

『
選
択
集
』
特
留
章
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1284

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1227

頁
）

お
ほ
よ
そ
四
十
八
願
み
な
本
願
な
り
と
い
へ
ど
も
、

殊
に
念
仏
を
も
つ
て
往
生
の
規
と
な
す
。

ゆ
ゑ
に
善
導
釈
し
て
い
は
く
（
法
事
讃
・
上
）、「
弘
誓
、
門
多
く
し
て
四
十
八
な
れ
ど
も
、
ひ
と
へ

に
念
仏
を
標
し
て
も
つ
と
も
親
し
と
な
す
。
人
よ
く
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
を
念
ず
れ
ば
、
仏
還
り
て
念

じ
た
ま
ふ
。
専
心
に
仏
を
想
へ
ば
、
仏
、
人
を
知
り
た
ま
ふ
」
と
。｛
以
上
｝

（
枝
末
）

ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
四
十
八
願
の
な
か
に
、

（
根
本
）

す
で
に
念
仏
往
生
の
願
（
第
十
八
願
）
を
も
つ
て
本
願
中
の
王
と
な
す
と

い
ふ
こ
と
を
。

Ｑ

枝
末
が
釈
尊
一
代
の
説
法
と
い
う
文
証
如
何
。
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『
漢
語
灯
録
』
巻
七

逆
修
説
法

第
三
七
日

大
経
（（『
聖
典
全
書
』
六
巻155

頁
）

そ
の
四
十
八
願
の
中
に
第
十
八
の
念
仏
往
生
の
願
を
以
て
本
体
と
為
す
也
。

故
に
善
導
の
曰
く
「
弘
誓
多
門
四
十
八
、
偏
標
念
仏
最
為
親
」
云
云
。
念
仏
往
生
と
は
源
と
此
の
本

願
従
り
起
れ
り
。
然
ば

（
枝
末
）

『
観
経
』『
弥
陀
経
』
所
説
の
念
仏
往
生
の
旨
も
、
乃
至

余
の
諸
経
の
中
に
説
く
所
も

（
根
本
）

皆
こ
の
経
に
説
く
所
の
本
願
を
以
て
根
本
と
為
す
也
。

第
十
八
願
を
真
実
五
願
に
開
く
見
方
も
あ
る

（『
註
釈
版
』
補
註17

本
願
）
参
照
く
だ
さ
い

一
乗

Ｑ

一
乗
の
釈
名
如
何
。

Ａ

唯
一
の
運
載
す
る
教
法
。
梵
語eka-yAna

。

Ｑ

唯
一
と
は
？

Ａ

無
二
。
二
や
三
な
ど
の
数
量
を
超
え
て
一
切
を
包
含
し
て
対
す
る
も
の
の
な
い
絶
対
を
あ
ら
わ
す
。

（
天
台
用
語
で
は
絶
待
と
い
う
が
、
開
会
な
ど
の
思
想
が
混
同
し
な
い
よ
う
に
宗
祖
は
こ
の
語
を
使
わ
な
い
。）

ぜ
つ
だ
い

Ｑ

文
証
如
何
。

Ａ

「
行
文
類
」
出
拠
の
文
（（『
聖
典
全
書
』
二
巻
、54

頁
）（『
註
釈
版
』195

頁
）
に

二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。
二
乗
・
三
乗
は
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。

Ｑ

文
意
如
何
。

Ａ

二
乗
三
乗
を
超
え
て
、
二
乗
三
乗
を
あ
ら
し
め
る
よ
う
な
意
義
を
持
つ
教
法
を
一
乗
と
い
う
。

Ｑ

乗
の
字
義
如
何
。

Ａ

（
諸
橋
大
漢
和
辞
典
）

①
の
る
。
の
せ
る
。
舟
・
車
な
ど
に
の
る
。
馬
な
ど
に
ま
た
が
る
。［
広
韻
］
賀
也
、
登
也
。

④
し
の
ぐ
。
勝
つ
。
も
と
椉
に
作
る
。［
説
文
］
椉
、
覆
也
。［
伝
］
乗
、
勝
也
。

「
行
文
類
」
大
行
釈

引
文
「
玄
義
分
」

頭
注
（『
聖
典
全
書
』
二
巻34

頁
）（『
註
釈
版
』168

頁
）

み
な
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
は
な
し
。

乗
字

食
陵
反

又
宝
証
反

駕
也

ガ
・
ノ
ル

勝
也

登

也

守
也

覆

也

ト
ウ
・
ノ
ボ
ル

マ
モ
ル

フ
ク
・
オ
ヽ
ウ

（『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
一
巻
、83

頁
）
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Ｑ

仏
教
で
乗
の
意
味
は
？

Ａ

運
載
の
義
。
教
法
の
こ
と
。
法
の
は
た
ら
き
を
船
や
車
の
乗
り
物
に
譬
え
た
。
衆
生
を
迷
い
か
ら
覚
り
へ

の
せ
て
は
こ
ぶ
も
の
。

『
大
乗
起
信
論
』（T

32.584b

）
大
乗
を
釈
し
て

三
に
は
用
大
。
能
く
一
切
世
出
世
間
善
因
果
を
生
ず
る
が
故
に
。
一
切
諸
仏
の
本
所
乗
の
故
に
。
一

切
の
菩
薩
は
皆
此
の
法
に
乗
じ
て
如
来
地
に
到
る
が
故
に
。

『
大
乗
四
法
経
釈
』（T

26.364a

）

乗
と
言
ふ
は
運
載
の
義
な
り
。
生
死
を
此
岸
と
し
、
涅
槃
を
彼
岸
と
名
け
、
有
情
を
中
流
と
名
く
。

此
の
経
所
説
の
四
種
の
法
船
は
有
情
を
運
載
し
て
生
死
の
海
を
超
え
て
涅
槃
に
い
た
ら
し
む
。
故
に

名
け
て
乗
と
す
。

『
大
経
』
巻
下

衆
生
往
生
果

（『
聖
典
全
書
』
一
巻50

頁
）（『
註
釈
版
』52

頁
）

猶
大
乗
の
如
し
、
群
萌
を
運
載
し
て
生
死
を
出
す
が
故
に
。

「
行
文
類
」
一
乗
海
釈

一
乗
嘆
徳
（『
聖
典
全
書
』
二
巻58

頁
）（『
註
釈
版
』200

頁
）

猶
大
車
の
如
し
。
普
く
能
く
諸
の
凡
聖
を
運
載
す
る
が
故
に
。

ハ
コ
ブ
ノ
ス

Ｑ

運
載
の
様
子
如
何
。

Ａ

一
切
の
迷
い
の
衆
生
を
運
載
し
て
煩
悩
生
死
の
濁
流
を
越
え
、
菩
提
涅
槃
に
至
ら
し
め
る
教
法
を
一
乗
と

い
う
。
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␯
ଝ
ৼ
␰

一
乗
の
釈

（
体
）

ল
৬

Ｑ

出
拠
の
文
を
読
め
。

Ａ【『
聖
典
全
書
』
二
巻
付
録
科
段
】

（
梯
實
圓
和
上
『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
教
行
信
証
』
教
行
の
巻323

頁
）

（『
聖
典
全
書
』
二
巻54

頁
）

（『
註
釈
版
』195

頁
）

【
異
名
を
会
合
す
】

「
一
乗
海
」
と
い
ふ
は
、「
一
乗
」
一
乗
海
と
い
う
の
は
、
一
乗
と
は
大
乗
で
す
。
大
乗
と
は
す
べ
て
の

は
大
乗
な
り
。
大
乗
は
仏
乗
な
り
。
も
の
が
仏
に
な
る
こ
と
の
で
き
る
法
を
説
く
教
え
で
す
か
ら
、
仏
乗

と
も
い
い
ま
す
。

【
一
乗
の
力
を
釈
す
】

一
乗
を
得
る
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
一
乗
を
得
る
も
の
は
、
最
高
の
さ
と
り
を
得
ま
す
。
最
高
の
さ
と
り

提
を
得
る
な
り
。
阿
耨
菩
提
は
す
な
と
は
、
涅
槃
の
境
界
で
す
。
涅
槃
の
境
界
と
は
、
究
極
の
さ
と
り
そ

は
ち
こ
れ
涅
槃
界
な
り
。
涅
槃
界
は
の
も
の
で
あ
る
究
竟
法
身
の
こ
と
で
す
。
究
竟
法
身
を
得
る
と
い
う

す
な
は
ち
こ
れ
究
竟
法
身
な
り
。
究
こ
と
は
、
一
乗
の
法
を
究
め
尽
く
す
こ
と
で
す
。

竟
法
身
を
得
る
は
す
な
は
ち
一
乗
を

究
竟
す
る
な
り
。

異
の
如
来
ま
し
ま
さ
ず
。
異
の
法
身
こ
の
ほ
か
に
異
な
っ
た
如
来
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
異
な
っ
た
法
身
も

ま
し
ま
さ
ず
。
如
来
は
す
な
は
ち
法
あ
り
ま
せ
ん
。
如
来
は
、
す
な
わ
ち
法
身
な
の
で
す
。
一
乗
の
法
を

身
な
り
。
一
乗
を
究
竟
す
る
は
す
な
究
め
尽
く
す
と
い
う
こ
と
は
、
空
間
と
時
間
の
制
約
を
超
え
た
領
域

は
ち
こ
れ
無
辺
不
断
な
り
。

に
達
す
る
こ
と
で
す
。

【
対
弁
・
出
体
】

大
乗
は
二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
真
の
大
乗
か
ら
い
え
ば
、
二
乗
と
か
三
乗
と
い
う
よ
う
な
教
え
は
実

し
。
二
乗
・
三
乗
は
一
乗
に
入
ら
し
体
と
し
て
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
乗
と
か
三
乗
と
い
う
よ

め
ん
と
な
り
。

う
な
教
え
は
、
未
熟
な
も
の
を
育
て
導
い
て
い
く
た
め
の
方
便
と
し

て
、
仮
に
し
ば
ら
く
設
定
さ
れ
た
教
え
で
あ
っ
て
、
唯
一
無
二
の
真

実
教
で
あ
る
一
乗
に
引
き
入
れ
よ
う
と
し
て
説
か
れ
た
だ
け
の
も
の

で
す
。

一
乗
は
す
な
は
ち
第
一
義
乗
な
り
。
一
乗
は
最
高
の
真
実
が
顕
現
し
て
い
る
教
え
（
第
一
義
乗
）
で
す
。

た
だ
こ
れ
誓
願
一
仏
乗
な
り
。

真
の
一
乗
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
一
切
の
衆
生
を
平
等
に
救
っ
て
往

生
成
仏
さ
せ
る
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
一
仏
乗
だ
け
で
す
。

20220330更新 本願一乗
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Ｑ

一
乗
と
は
何
か
（
一
乗
の
物
体
如
何
）。

Ａ

「
大
乗
」「
仏
乗
」
あ
る
い
は
「
第
一
義
乗
」「
誓
願
一
仏
乗
」
と
転
釈
さ
れ
て
い
る
。

「
大
乗
」

大
は
包
含
。
乗
は
運
載
。

虚
空
が
万
物
を
包
含
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
切
の
衆
生
を
善
悪
賢
愚
の
隔
て
な
く
包
摂
し
、
一
機
も

も
ら
さ
ず
運
載
し
て
成
仏
さ
せ
る
教
法
を
い
う
。

「
仏
乗
」

一
切
衆
生
を
仏
果
に
至
ら
し
め
る
教
法
を
い
う
。

「
第
一
義
乗
」

最
勝
の
義
理
が
顕
現
し
て
い
る
教
法
。
真
如
実
相
が
顕
現
し
て
い
る
教
法
。

「
第
一
義
諦
」（
註
釈
版
巻
末
註
）

梵
語
パ
ラ
マ
ー
ル
タ
・
サ
テ
ィ
ヤ

param
Artha-satya

の
漢
訳
。
真
如
実
相
の
こ
と
。
無

上
に
し
て
絶
対
的
な
真
理
と
い
う
意
。
真
諦
・
勝
義
諦
に
同
じ
。
世
俗
諦
に
対
す
る
語
。

第
一
義
は
勝
義
と
も
扱
わ
れ
る
領
域
で
真
諦
と
も
い
い
、
分
別
の
領
域
で
あ
る
世
俗
諦
に
対
す
る
領

域
で
あ
る
。

「
誓
願
一
仏
乗
」

こ
の
よ
う
な
一
乗
の
い
わ
れ
を
完
全
に
満
た
し
て
い
る
教
法
は
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
一
仏
乗
だ
け
で
あ

る
。こ
の
無
分
別
一
如
の
救
済
に
乗
託
す
る
こ
と
を
誓
願
一
仏
乗
と
結
ん
で
い
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

【
参
考
】《
一
は
無
量
》

『
真
仏
土
文
類
』
引
文
（
涅
槃
経
）（『
聖
典
全
書
』
二
巻166

頁
）（『
註
釈
版
』352

頁
）

〈
如
来
世
尊
、
国
土
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
時
節
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
他
語
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
人
の

た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
衆
根
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
一
法
の
な
か
に
お
い
て
二
種
の
説
を
な
す
。
一
名
の
法

に
お
い
て
無
量
の
名
を
説
く
、
一
義
の
な
か
に
お
い
て
無
量
の
名
を
説
く
、
無
量
の
義
に
お
い
て
無

量
の
名
を
説
く
。

い
か
ん
が
一
名
に
無
量
の
名
を
説
く
や
。
な
ほ
し
涅
槃
の
ご
と
し
。
ま
た
涅
槃
と
名
づ
く
、
ま
た
無

生
と
名
づ
く
、
ま
た
無
出
と
名
づ
く
、
ま
た
無
作
と
名
づ
く
、
ま
た
無
為
と
名
づ
く
、
ま
た
帰
依
と

名
づ
く
、
ま
た
窟
宅
と
名
づ
く
、
ま
た
解
脱
と
名
づ
く
、
ま
た
光
明
と
名
づ
く
、
ま
た
灯
明
と
名
づ

く
、
ま
た
彼
岸
と
名
づ
く
、
ま
た
無
畏
と
名
づ
く
、
ま
た
無
退
と
名
づ
く
、
ま
た
安
処
と
名
づ
く
、

ま
た
寂
静
と
名
づ
く
、
ま
た
無
相
と
名
づ
く
、
ま
た
無
二
と
名
づ
く
、
ま
た
一
行
と
名
づ
く
、
ま
た

清
涼
と
名
づ
く
、
ま
た
無
闇
と
名
づ
く
、
ま
た
無
碍
と
名
づ
く
、
ま
た
無
諍
と
名
づ
く
、
ま
た
無
濁

と
名
づ
く
、
ま
た
広
大
と
名
づ
く
、
ま
た
甘
露
と
名
づ
く
、
ま
た
吉
祥
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
一
名
に

無
量
の
名
を
作
る
と
名
づ
く
。
い
か
ん
が
一
義
に
無
量
の
名
を
説
く
や
。
な
ほ
し
帝
釈
の
ご
と
し
。

【
参
考
】《
一
は
無
量
・
・
・
煩
悩
・
解
脱
・
・
・
広
中
説
略
・
略
中
説
広
・
第
一
義
諦
》
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ま
た
一
義
に
無
量
の
名
を
説
く
こ
と
あ
り
。
い
は
ゆ
る
陰
の
ご
と
し
。
ま
た
名
づ
け
て
陰
と
す
、
ま

た
顛
倒
と
名
づ
く
、
ま
た
名
づ
け
て
諦
と
す
、
ま
た
名
づ
け
て
四
念
処
と
す
、
ま
た
四
食
と
名
づ
く
、

ま
た
四
識
住
処
と
名
づ
く
、
ま
た
名
づ
け
て
有
と
す
、
ま
た
名
づ
け
て
道
と
す
、
ま
た
名
づ
け
て
時

と
す
、
ま
た
名
づ
け
て
衆
生
と
す
、
ま
た
名
づ
け
て
世
と
す
、
ま
た
第
一
義
と
名
づ
く
、
ま
た
三
修

と
名
づ
く
、
い
は
く
身
・
戒
・
心
な
り
。
ま
た
因
果
と
名
づ
く
、
ま
た
煩
悩
と
名
づ
く
、
ま
た
解
脱

と
名
づ
く
、
ま
た
十
二
因
縁
と
名
づ
く
、
ま
た
声
聞
・
辟
支
仏
と
名
づ
く
、
仏
を
ま
た
地
獄
・
餓
鬼

・
畜
生
・
人
・
天
と
名
づ
く
、
ま
た
過
去
・
現
在
・
未
来
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
一
義
に
無
量
の
名
を

説
く
と
名
づ
く
。

善
男
子
、
如
来
世
尊
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
広
の
な
か
に
略
を
説
く
、
略
の
な
か
に
広
を
説
く
。

第
一
義
諦
を
説
き
て
世
諦
と
す
、
世
諦
の
法
を
説
き
て
第
一
義
諦
と
す
〉」
と
。｛
略
出
｝

20220330更新 本願一乗
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ৡ
৷

Ｑ

一
乗
の
力
用
如
何
。

Ａ

私
が
成
仏
せ
し
め
ら
れ
る
力
用
。

私
が
仏
と
な
る
と
き
覚
る
智
慧
と
覚
ら
れ
る
涅
槃
界
は
無
分
別
一
如
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
乗
を
究
竟
す
る
す
が

た
で
あ
る
。
一
乗
を
究
竟
す
る
す
が
た
は
分
別
の
私
を
無
分
別
の
法
身
た
ら
し
め
る

得
一
乗
者

「
一
乗
を
得
る
は
」
と
読
め
ば
法
を
あ
ら
わ
し
、
私
と

大
行
を
指
す
。

「
一
乗
を
得
る
も
の
は
」
と
読
め
ば
受
法
の
機
を

あ
ら
わ
し
、
大
信
を
指
す
。

総
じ
て
行
信
・
教
機
の
因
徳
（
能
証
の
智
慧
）
を

あ
ら
わ
す
。

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

果
徳
（
所
証
の
境
）
の
仏
智
を
あ
ら
わ
す
。

仏
が

阿
耨
菩
提
者
即
是
涅
槃
界

能
証
の
智
慧
と
所
証
の
境
と
が
無
分
別
一
如
な
ら
無
分
別
一
如
で
あ
る

涅
槃
界
即
是
究
竟
法
身

し
め
ら
れ
て
、
因
果
の
相
対
も
絶
せ
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
が
一
乗
を
究
竟
す

一
乗
を
究
竟
す
る

る
す
が
た
で
あ
る

異
の
如
来
ま
し
ま
さ
ず

敬
語
を
用
い
て
訓
じ
て
い
る
の
は
、
法
蔵
菩
薩
の
こ
の
は
た
ら
き
は

異
の
法
身
ま
し
ま
さ
ず

因
果
も
、
衆
生
往
生
の
因
果
も
如
来
よ
り
回
向
さ
一
如
を
本
源
と
す
る

れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

相
対
を
絶
し
た
一
如
か
ら
救
済
活
動
が
発
起
し
て
、

衆
生
を
無
分
別
の
真
如
へ
帰
せ
し
め
て
い
く
全
相

が
示
さ
れ
て
い
る
。

無
辺
不
断

空
間
も
時
間
も
有
上
で
あ
る
分
別
の
衆
生
に
空
間
一
乗
を
究
竟
す
る
す
が

無
辺
際
、
時
間
無
断
絶
を
あ
ら
し
め
る
接
点
を
示
た
は

す
。

分
別
の
私
を
無
分
別
の

法
身
た
ら
し
め
る

20220330更新 本願一乗
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弁

ઌ
ৰ
ध
ਥ
ෘ

Ｑ

続
け
て
出
拠
の
文
を
読
め
。

Ａ

「
大
乗
は
二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。」

Ｑ

二
乗
三
乗
と
は
何
か
。

Ａ

二
説
あ
る
。

①
二
乗

声
聞
乗
・
縁
覚
乗

三
乗

こ
れ
ら
に
菩
薩
乗
を
加
え
て
三
乗
と
す
る

②
二
乗

声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗

三
乗

こ
れ
ら
に
華
厳
や
天
台
の
一
乗
を
加
え
て
三
乗
と
す
る

Ｑ

①
の
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
お
よ
び
菩
薩
乗
を
説
明
せ
よ
。

Ａ
（『
註
釈
版
』
巻
末
註
）

し
よ
う
も
ん
〔
声
聞
〕

梵
語
シ
ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
カ
（zrAvaka

）
の
漢
訳
。
声
を
聞
く
者
の
意
。
仏

の
説
法
の
声
を
聞
い
て
さ
と
る
者
を
い
う
。
も
と
は
釈
尊
在
世
当
時
の
弟
子
を
指
し
た
が
、
二
乗
・

三
乗
の
一
に
数
え
る
場
合
は
、
仏
の
教
説
に
従
っ
て
修
行
す
る
も
の
の
、
自
己
の
解
脱
の
み
を
目
的

と
す
る
小
乗
の
聖
者
の
意
と
す
る
。

え
ん
が
く
〔
縁
覚
〕

梵
語
プ
ラ
テ
ィ
エ
ー
カ
ー
ブ
ッ
ダ(pratyeka-buddha

）
の
漢
訳
。
因
縁
の

理
を
観
じ
て
さ
と
る
者
。
ま
た
、
師
な
く
し
て
飛
花
落
葉
を
観
て
独
自
に
さ
と
り
を
開
き
、
他
に
説

法
し
よ
う
と
し
な
い
者
。
独
覚
・
辟
支
仏
と
も
い
う
。

ぼ
さ
つ
〔
菩
薩
〕

梵
語
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ア
（bodhisattva

）
の
音
写
。
菩
提
薩
埵
と
も
い

い
、
覚
有
情
・
道
衆
生
・
道
心
衆
生
な
ど
と
漢
訳
す
る
。
さ
と
り
を
求
め
る
者
。
大
乗
仏
教
で
は
自

ら
菩
提
を
求
め
（
上
求
菩
提
）、
一
切
衆
生
を
利
益
し
よ
う
（
下
化
衆
生
）
と
す
る
者
の
こ
と
を
い

い
、
利
他
的
意
義
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
菩
薩
が
仏
果
（
仏
の
さ
と
り
）
に
至
る
ま
で
の
階

梯
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
『
瓔
珞
経
』
の
五
十
二
位
説
が
用
い
ら
れ
る
。
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十

回
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
の
五
十
二
段
階
で
あ
る
。邪

定
聚

外
凡

十
信

凡
位
内
凡

十
住

習
種
性
不
定
聚

三
賢
十
行

性
種
性

十
廻
向

道
種
性

因

十
聖
十
地

聖
種
性
正
定
聚

聖
位
果

等
覚

等
種
性

妙
覚

妙
覚
性

十
信
位
を
外
凡
、
十
住
・
十
行
・
十
回
向
を
内
凡
・
三
賢
、
十
地
を
十
聖
と
い
い
、
ま
た
、
十
住
を

習
種
性
、
十
行
を
性
種
性
、
十
回
向
を
道
種
性
、
十
地
を
聖
種
性
、
等
覚
を
等
覚
性
、
妙
覚
を
妙
覚

性
の
六
種
性
と
す
る
。

Ｑ

②
説
に
「
二
乗
」
と
い
い
な
が
ら
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
三
つ
じ
ゃ
な
い
か

20220330更新 本願一乗



- 14 -

Ａ

縁
覚
を
声
聞
に
摂
め
、
菩
薩
乗
と
合
わ
せ
て
二
乗
と
す
る
。

Ｑ

例
証
あ
り
や

Ａ

『
大
経
』
下
巻

東
方
偈

行
文
類
に
引
文
（『
聖
典
全
書
』
二
巻56

頁
）（『
註
釈
版
』197

頁
）

【92
】
ゆ
ゑ
に
『
大
本
』（
大
経
・
下
）
に
の
た
ま
は
く
、「
声
聞
あ
る
い
は
菩
薩
、
よ
く
聖
心
を

究
む
る
こ
と
な
し
。
た
と
へ
ば
生
れ
て
よ
り
盲
ひ
た
る
も
の
の
、
行
い
て
人
を
開
導
せ
ん
と
欲
は
ん

が
ご
と
し
。
如
来
の
智
慧
海
は
深
広
に
し
て
涯
底
な
し
。
二
乗
の
測
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
た
だ
仏

の
み
独
り
あ
き
ら
か
に
了
り
た
ま
へ
り
」
と
。｛
以
上
｝

Ｑ

ど
う
し
て
縁
覚
を
略
す
る
の
か
。

Ａ

『
大
経
』
は
釈
尊
が
阿
弥
陀
仏
を
説
く
の
を
聞
い
て
仏
道
を
得
る
。
無
師
独
悟
で
は
な
い
。

Ｑ

①
説
、
②
説
ど
ち
ら
を
取
る
か
。

Ａ

今
は
②
説
を
取
る
。

Ｑ

理
由
如
何
。

Ａ

宗
祖
は
聖
道
門
を
指
し
て
、「
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
」
と
示
し
て
い
る
か
ら
。

「
化
身
土
文
類
」
三
経
隠
顕
（『
聖
典
全
書
』
二
巻196

頁
）（『
註
釈
版
』394

頁
）

【35

】

お
ほ
よ
そ
一
代
の
教
に
つ
い
て
、
こ
の
界
の
う
ち
に
し
て
入
聖
得
果
す
る
を

聖
道
門
と
名
づ
く
、
難
行
道
と
い
へ
り
。
こ
の
門
の
な
か
に
つ
い
て
、
大
・
小
、
漸
・
頓
、

一
乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
・
実
、
顕
・
密
、
竪
出
・
竪
超
あ
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
自
力
、

利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の
道
路
な
り
。

Ｑ

こ
の
化
巻
の
文
の
「
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
」
と
は
何
を
指
す
の
か
？

Ａ

一
乗

（
大
乗
）（
頓
）
華
厳
や
天
台
の
一
乗

+

一
乗

実

利
他
教
化
地

二
乗

（
小
乗
）（
漸
）
声
聞
乗
・
縁
覚
乗

二
乗

三
乗

権

方
便
権
門
の
道
路

三
乗

（
大
乗
）（
漸
）
法
相
（
菩
薩
乗
）

こ
れ
ら
を
「
二
乗
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
」
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
②
説
を
取
る
。

Ｑ

華
厳
・
天
台
の
教
法
は
一
乗
法
と
認
め
て
い
る
の
か
？

Ａ

一
切
衆
生
に
は
仏
性
が
あ
り
、
廃
悪
修
善
し
て
仏
道
を
歩
む
。
一
切
衆
生
が
仏
道
を
歩
む
と
い
う
点
を
華

天
が
一
乗
と
名
乗
っ
て
い
る
の
で
そ
う
表
現
し
て
い
る
。

Ｑ

今
家
の
一
乗
と
同
異
如
何
。

Ａ

華
天
は
善
人
が
仏
道
を
歩
む
。
今
家
は
善
人
悪
人
を
簡
ば
ず
救
う
。

Ｑ

「
化
身
土
文
類
」
の
聖
道
門
の
文
に
「
権
・
実
」
と
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
何
か
？

Ａ

権
は
声
聞
・
縁
覚
・
お
よ
び
法
相
の
菩
薩
乗
を
指
す
。

実
は
仏
心
（
禅
宗
）・
真
言
・
法
華
・
華
厳
。

『
二
巻
鈔
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
八
三
頁
）（『
註
釈
版
』501

頁
）

一
に
は
難
行
聖
道
の
実
教
な
り
。
い
は
ゆ
る
仏
心
・
真
言
・
法
華
・
華
厳
等
の
教
な
り
。

Ｑ

聖
道
門
の
実
教
は
「
実
教
」
と
い
い
な
が
ら
「
二
乗
三
乗
有
る
こ
と
無
し
」
と
か
「
方
便
権
門
」
と
い
う
。

権
実
如
何
。

Ａ

因
人
が
修
す
れ
ば
方
便
。
果
人
が
還
相
し
て
修
す
れ
ば
実
。

Ｑ

聖
道
の
実
教
は
頓
教
、
速
疾
に
成
仏
す
る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ

理
論
的
に
は
速
疾
成
仏
を
語
り
得
て
も
、実
際
に
は
三
祇
百
劫
の
修
行
を
必
要
と
す
る
漸
教
権
教
に
な
る
。

・
末
法
の
劣
機
に
は
難
証
の
法
で
あ
る

20220330更新 本願一乗
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「
化
巻
」
結
説
総
勧
（『
聖
典
全
書
』
二
巻210

頁
）（『
註
釈
版
』413

頁
）

【69

】

ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
聖
道
の
諸
教
は
在
世
・
正
法
の
た
め
に
し
て
、

ま
つ
た
く
像
末
・
法
滅
の
時
機
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
時
を
失
し
機
に
乖
け
る
な

り
。
浄
土
真
宗
は
在
世
・
正
法
・
像
末
・
法
滅
、
濁
悪
の
群
萌
、
斉
し
く
悲
引

し
た
ま
ふ
を
や
。

Ｑ

難
証
と
は
「
さ
と
る
こ
と
が
難
し
い
け
れ
ど
、
条
件
が
整
え
ば
覚
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味
か
？

Ａ

「
難
」
は
不
可
の
意
味
で
、
聖
人
で
あ
っ
て
も
凡
夫
で
あ
っ
て
も
、
自
力
で
は
大
涅
槃
に
至
ら
な
い

『
唯
信
鈔
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻685

頁
）（『
註
釈
版
』700

頁
）

し
か
れ
ば
大
小
の
聖
人
・
善
悪
の
凡
夫
、
み
な
と
も
に
自
力
の
智
慧
を
も
つ
て

は
大
涅
槃
に
い
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
無
碍
光
仏
の
御
か
た
ち
は
、
智
慧
の
ひ

か
り
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
ゑ
に
、こ
の
仏
の
智
願
海
に
す
す
め
入
れ
た
ま
ふ
な
り
。

・
聖
道
の
菩
提
心
は
凡
夫
に
は
起
こ
し
得
な
い

『
正
像
末
和
讃
』
第16

首
（『
聖
典
全
書
』
二
巻476

頁
）

自
力
聖
道
の
菩
提
心

こ
こ
ろ
も
こ
と
ば
も
お
よ
ば
れ
ず

常
没
流
転
の
凡
愚
は

い
か
で
か
発
起
せ
し
む
べ
き

Ｑ

聖
道
門
が
利
他
教
化
地
で
あ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
意
味
か
？

Ａ

聖
道
門
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
か
ら
来
現
し
て
き
た
還
相
の
菩
薩
の
利
他
行
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
教
法
で

あ
る
。

『
末
灯
鈔
』
第
一
通
（『
聖
典
全
書
』
二
巻778

頁
）（『
註
釈
版
』736
頁
）

聖
道
と
い
ふ
は
、
す
で
に
仏
に
成
り
た
ま
へ
る
人
の
、
わ
れ
ら
が
こ
こ
ろ
を
す
す
め
ん
が

た
め
に
、
仏
心
宗
・
真
言
宗
・
法
華
宗
・
華
厳
宗
・
三
論
宗
等
の
大
乗
至
極
の
教
な
り
。

仏
心
宗
と
い
ふ
は
、
こ
の
世
に
ひ
ろ
ま
る
禅
宗
こ
れ
な
り
。
ま
た
法
相
宗
・
成
実
宗
・
倶

舎
宗
等
の
権
教
、
小
乗
等
の
教
な
り
。
こ
れ
み
な
聖
道
門
な
り
。
権
教
と
い
ふ
は
、
す
な

は
ち
す
で
に
仏
に
成
り
た
ま
へ
る
仏
・
菩
薩
の
、
か
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
形
を
あ
ら
は
し
て

す
す
め
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
権
と
い
ふ
な
り
。

Ｑ

「
二
乗
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

阿
弥
陀
如
来
の
選
択
本
願
を
除
い
た
釈
尊
一
代
の
法
門
は
権
仮
で
あ
り
、
実
体
と
し
て
は
存
在
し
な
い
。

Ｑ

権
仮
と
は
？

Ａ

権

か
り

ま
に
あ
わ
せ

方
便

権
時
＝
暫
時
し
ば
ら
く

権
用
か
り
に
も
ち
い
る

仮

か
り

し
ば
ら
く

仮
設
か
り
に
も
う
け
る

暫
く
用
い
る
が
、
真
実
に
入
れ
ば
還
っ
て
廃
す
る
。

【
参
考
】

『
選
択
集
』
念
仏
付
属
章
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1

3
1
6

頁
）（『
註
釈
版
』1

2
7
4

頁
）

い
ま
ま
た
善
導
和
尚
、
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
す
る
所
以
は
、
す
な
は
ち
弥
陀
の
本
願
た
る
上
、
ま
た
こ
れ
釈
尊

の
付
属
の
行
な
り
。
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
諸
行
は
機
に
あ
ら
ず
時
を
失
す
。
念
仏
往
生
は
機
に
当
り
、
時
を
得
た
り
。

感
応
あ
に
唐
捐
せ
ん
や
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
随
他
の
前
に
は
し
ば
ら
く
定
散
の
門
を
開
く
と
い
へ
ど
も
、
随
自
の

後
に
は
還
り
て
定
散
の
門
を
閉
づ
。
一
た
び
開
き
て
以
後
永
く
閉
ぢ
ざ
る
は
、
た
だ
こ
れ
念
仏
の
一
門
な
り
。
弥
陀

の
本
願
、
釈
尊
の
付
属
、
意
こ
れ
に
あ
り
。
行
者
知
る
べ
し
。

Ｑ

「
実
体
と
し
て
は
存
在
し
な
い
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

Ａ

二
乗
三
乗
は
一
乗
を
本
源
と
し
て
、機
根
の
成
熟
度
に
応
じ
て
仮
に
暫
く
設
け
ら
れ
た
教
え
で
あ
る
か
ら
、

本
来
一
乗
の
他
に
実
体
と
し
て
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

20220330更新 本願一乗
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Ｑ

釈
尊
が
二
乗
三
乗
の
教
え
を
説
い
た
の
は
な
ぜ
か
？

Ａ

「
二
乗
・
三
乗
は
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。」

Ｑ

文
意
如
何
。

Ａ

「
二
乗
・
三
乗
」
は
「
一
乗
」
に
引
入
せ
し
め
る
教
法
で
あ
る
。

阿
弥
陀
如
来
の
選
択
本
願
を
除
い
た
釈
尊
一
代
の
法
門
は
選
択
本
願
の
法
に
帰
入
さ
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た

も
の
。
唯
一
無
二
の
一
乗
を
受
け
い
れ
る
こ
と
の
で
き
る
者
に
育
て
る
た
め
に
、

『
一
念
多
念
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻673

頁
）（『
註
釈
版
』690

頁
）

お
ほ
よ
そ
八
万
四
千
の
法
門
は
、
み
な
こ
れ
浄
土
の
方
便
の
善
な
り
。
こ
れ
を
要
門
と
い

ふ
。
こ
れ
を
仮
門
と
な
づ
け
た
り
。
こ
の
要
門
・
仮
門
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
『
無
量
寿

仏
観
経
』
一
部
に
説
き
た
ま
へ
る
定
善
・
散
善
こ
れ
な
り
。
定
善
は
十
三
観
な
り
、
散
善

は
三
福
九
品
の
諸
善
な
り
。こ
れ
み
な
浄
土
方
便
の
要
門
な
り
、こ
れ
を
仮
門
と
も
い
ふ
。

こ
の
要
門
・
仮
門
よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
す
す
め
こ
し
ら
へ
て
、
本
願
一
乗
円
融
無

碍
真
実
功
徳
大
宝
海
に
を
し
へ
す
す
め
入
れ
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
よ
ろ
づ
の
自
力
の
善
業

を
ば
、
方
便
の
門
と
申
す
な
り
。
い
ま
一
乗
と
申
す
は
本
願
な
り
。

「
大
乗
は
二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。
二
乗
・
三
乗
は
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。」
の
文
に
つ
い
て
、

天
台
と
の
開
会
構
造
と
異
に
し
た
真
実
方
便
の
関
係
を
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
台
は
辺
即
中
と
い

い
ま
た
開
会
と
い
う
。
方
便
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
迷
情
晴
れ
て
、
自
力
修
行
は
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
。

真
宗
は
二
乗
・
三
乗
の
自
力
善
人
も
悪
人
も
簡
ば
ず
願
海
に
引
き
受
け
ら
れ
て
、
自
力
根
性
が
浄
化
さ
れ
る
。

20220330更新 本願一乗
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法
相
の
三
乗
、
華
厳
・
天
台
の
一
乗
を
説
明
せ
よ

Ａ法
相
宗

三
乗

真
実
（
機
根
に
応
じ
て
格
別
の
三
乗
法
が
あ
る
）

（
五
性
格
別
）
菩
薩
定
姓

独
覚
定
姓

声
聞
定
姓

不
定
種
姓

無
性
有
情

成
仏
す
る
の
は
菩
薩
定
姓
と
不
定
種
姓
の
一
部

一
乗

方
便
（
三
乗
に
実
体
が
無
く
、
あ
る
の
は
一
乗
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
が
方
便
）

華
厳
・
天
台

三
乗

方
便
（
未
熟
な
者
を
育
て
る
た
め
に
唯
一
の
成
仏
道
で
あ
る
一
仏
乗
か
ら
、
仮
に
暫
く
設
け
た
方
便
）

一
乗

真
実
（
一
乗
の
他
に
実
体
は
な
い
）

Ｑ

華
厳
や
天
台
は
ど
う
し
て
一
乗
真
実
を
い
う
の
か
。

Ａ

真
実
の
仏
教
は
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
説
き
、
す
べ
て
の
者
が
速
や
か
に
仏
に
成
る
こ
と
が
で
き
る
と
主

張
し
た
。
声
聞
縁
覚
や
法
相
宗
な
ど
は
漸
教
で
あ
る
ば
か
り
か
、
仏
に
な
れ
る
者
と
仏
に
な
れ
な
い
者
と
が
あ
る
と

説
く
か
ら
、
仏
が
本
意
を
隠
し
て
未
熟
の
機
に
説
か
れ
た
権
仮
方
便
で
あ
る
と
判
じ
た
。

華
厳①

小
乗
教

声
聞
と
縁
覚
の
た
め
に
説
か
れ
た
法
。

二
乗

②
大
乗
始
教

二
乗
は
成
仏
し
な
い
。
五
性
格
別
。

三
乗

③
終
教

い
か
な
る
衆
生
に
も
如
来
の
本
性
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
乗

同
教
一
乗

三
乗
教
に
同
調
し
た
一
乗

④
頓
教

②
③
は
漸
教
。
時
間
空
間
を
超
絶
す
る
。
言
説
を
用
い
な

い
。

⑤
円
教

事
事
無
碍
法
界
。

別
教
一
乗

事
と
理
が
相
即
無
碍
。

三
乗
教
を
は
る
か
に
別
す
る
。

さ
ら
に
事
と
事
が
相
即
相
入
円
融
無
碍

三
乗
教
は
一
乗
教
よ
り
流
出
。

三
乗
教
は
一
乗
教
に
帰
入
。

別
体
無
し
。

20220330更新 本願一乗
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天
台

（『
釈
尊
の
教
え
と
そ
の
展
開
︱
中
国
・
日
本
篇
︱
』
勧
学
寮
編1

5
3

頁
）

蔵
教

声
聞
縁
覚
を
教
化
す
る
こ
と
が
中
心
。
正
化
二
乗
・
傍
化
菩
薩
。

通
教

大
乗
初
門
。
菩
薩
を
教
化
す
る
こ
と
が
中
心
。
正
化
菩
薩
・
傍
化
二
乗
。

別
教

菩
薩
の
み
に
説
か
れ
る
純
大
乗
。
虚
妄
→
空
→
仮
→
中
と
一
歩
一
歩
仏
道
を
歩
む
。

円
教

円
頓
。
空
仮
中
の
三
諦
が
円
融
相
即
で
あ
る
と
一
念
の
頓
速
に
円
具
す
る
。

本
来
仏
に
成
る
べ
き
身
で
あ
る
と
知
り
、
方
便
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
迷
情
晴
れ
て
、

修
行
は
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
。

開
会

第
四
般
若
時法

開
会

般
若
皆
空
。
般
若
の
智
慧
に
よ
っ
て
大
乗
小
乗
の
偏
執
が
破
ら
れ
る
。

「
唯
有
一
乗
法
無
二
亦
無
三
」
一
切
法
は
大
乗
で
あ
る

第
五
法
華
涅
槃
時

機
根
が
熟
し
た
声
聞
縁
覚
に
方
便
を
ま
じ
え
ず
真
実
（
法
華
経
）
を
そ
の
ま
ま
説
い
た
。

人
開
会

三
乗
を
開
会
し
て
一
乗
を
顕
す
。
今
ま
で
説
い
て
き
た
の
は
方
便
で
あ
っ
て
こ
れ
か
ら
説
く
の

が
真
実
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
。

会
三
帰
一

三
乗
を
開
会
し
て
一
乗
に
帰
す
る
。
三
乗
そ
れ
ぞ
れ
に
説
い
た
法
は
す
べ
て
仏
乗
で
あ
る
。

20220330更新 本願一乗



- 19 -

␯
૞
અ
⋈

੸
൨
஛
੎
␰

Ｑ

宗
祖
は
仏
教
の
真
仮
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
？

Ａ

（
一
応
）
二
双
四
重
に
分
け
て
二
権
二
実
と
判
じ
る

（
再
往
）
三
権
一
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

「
信
文
類
」
菩
提
心
釈
（『
聖
典
全
書
』
二
巻9

1

頁
）（『
註
釈
版
』2

4
6

頁
）

「
化
身
土
文
類
」
三
経
隠
顕
（『
聖
典
全
書
』
二
巻1

9
6

頁
）（『
註
釈
版
』3

9
4

頁
）

信
文
類

化
身
土
文
類

①
説

②
説

漸
教

小
乗

暦
劫
迂
回
の
菩
提
心
、
自

一
乗
二
乗
三
乗

二
乗

声
・
縁

二
乗

聖
道
門

(

竪
出)

権
大
乗

力
の
金
剛
心
、
菩
薩
の
大

利
他
教
化
地

三
乗

菩
薩

声
聞
或
菩
薩

難
行
道

頓
教

実
大
乗

心

方
便
権
門
の
道
路

+

一
乗

(

竪
超)

漸
教

要
門

他
力
中
の
自
力
の
菩
提
心

自
力
仮
門

浄
土
門

(

横
出)

(

真
門)

易
行
道

頓
教

弘
願

横
の
大
菩
提
心

横
超
他
力

一
乗

(

横
超)

横
超
の
金
剛
心

乗
中
の
一
乗

『
二
巻
鈔
』
上
（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
八
三
頁
）（『
註
釈
版
』5

0
2

頁
）

『
同
』
下
（『
聖
典
全
書
』
二
巻
二
九
五
頁
）（『
註
釈
版
』5

1
9

頁
）

大
乗

難
行
聖
道
の
実
教

仏
心
（
禅
宗
）・
真
言
・
法
華
・
華
厳
等

三
乗

+

一
乗

頓
教

（
竪
超
）

即
身
是
仏
・
即
身
成
仏
等
の
証
果

菩
薩

(

実)

易
行
浄
土
本
願
真
実
の
教

大
無
量
寿
経

一
乗

（
横
超
）

選
択
本
願
・
真
実
報
土
・
即
得
往

生難
行
道
聖
道
権
教

法
相

等
（
三
論
）

三
乗

二
乗

漸
教

（
竪
出
）

暦
劫
修
行
の
教
・
暦
劫
修
行
の
証

菩
薩

菩
薩

易
行
道
浄
土
の
要
門

観
経

(

権)

（
横
出
）

浄
土
胎
宮
・
辺
地
・
懈
慢
の
往
生

小
乗

縁
覚
教

麟
喩
独
覚
（
一
人
で
修
行
）、

二
乗

部
行
独
覚
（
仲
間
を
組
ん
で
修
行
）

二
乗

声
聞

預
流
果
・
向

声
聞
教

一
来
果
・
向

不
還
果
・
向

阿
羅
漢
果
・
向

預
流
と
は
聖
者
の
流
れ
に
入
る
こ
と
で
、
最
大
７
回
欲
界
の
人
と
天
の
間
を
生
れ
か
わ
れ
ば
悟
り
を
開
く
位
。

一
来
と
は
１
回
人
と
天
の
間
を
往
来
し
て
悟
り
に
至
る
位
。

不
還
は
欲
界
に
は
再
び
還
ら
ず
色
界
に
上
っ
て
悟
り
に
至
る
位
。

阿
羅
漢
は
今
生
の
終
り
に
悟
り
涅
槃
に
至
り
再
び
三
界
に
は
生
れ
な
い
位
を
い
う
。(w

ikid
h
a
rm

a

コ
ピ
ペ
）
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メ
モ

◇
浄
土
の
要
門
真
門
は
自
力
の
法
門
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
自
力
聖
道
門
に
摂
め
、
誓
願
一
仏
乗
を
除
く
す
べ
て
の

法
門
を
一
括
し
て
「
二
乗
三
乗
」
の
権
仮
方
便
と
す
る
。

◇
『
本
典
』
の
二
双
は
聖
道
・
浄
土
の
対
。
法
然
聖
人
『
選
択
集
』
の
法
門
が
仏
道
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
証
明

す
る
。
聖
浄
二
門
か
ら
機
行
の
難
易
を
明
か
し
、
自
力
菩
提
心
を
廃
捨
し
て
如
来
回
向
の
菩
提
心
を
立
つ
。

「
一
乗
海
釈
」
は
究
極
の
三
権
一
実
で
語
る
。

◇
『
二
巻
鈔
』
は
権
・
実
の
対
。
成
仏
の
遅
速
に
よ
っ
て
教
法
の
真
仮
を
明
か
す
。

◇
『
二
巻
鈔
』
の
三
権
一
実

（『
註
釈
版
』5

0
3

頁
）

（
一
実
）【1

3

】

た
だ
阿
弥
陀
如
来
の
選
択
本
願
（
第
十
八
願
）
を
除
き
て

（
三
権
）
以
外
の
、
大
小
・
権
実
・
顕
密
の
諸
教
は
、
み
な
こ
れ
難
行
道
、
聖
道
門
な
り
。
ま
た
易
行
道
、
浄
土
門

の
教
は
、
こ
れ
を
浄
土
回
向
発
願
自
力
方
便
の
仮
門
と
い
ふ
な
り
と
、
知
る
べ
し
。
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引
文

『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』
～
引
証
で
は
な
い
～

浄
土
で
実
現
す
る
利
益

Ｑ

『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』
の
二
経
は
華
厳
や
天
台
で
は
ど
ん
な
経
か
？

Ａ

天
台
で
『
涅
槃
経
』
は
『
法
華
経
』
と
同
じ
醍
醐
味
の
円
教
。
釈
尊
最
後
の
説
法
。

華
厳
で
『
華
厳
経
』
は
事
事
無
碍
法
界
縁
起
を
説
く
円
教
。
釈
尊
最
初
の
説
法
。

Ｑ

こ
の
引
文
の
内
容
は
何
か
。

Ａ

語
は
此
土
得
生
の
経
に
依
っ
て
い
る
が
、
浄
土
で
実
現
す
る
利
益
を
表
し
て
い
る
。

引
文
を
結
ん
で

【90

】

し
か
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
覚
悟
は
み
な
も
つ
て
安
養
浄
刹
の
大
利
、
仏
願
難
思
の
至
徳
な

り
。

と
い
う
が
故
に
。

Ｑ

そ
の
覚
り
の
内
容
は
如
何
。

Ａ

『
涅
槃
経
』
︙
︙
一
乗
の
本
体
で
あ
る
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
を
さ
と
り
顕
す

『
華
厳
経
』
︙
︙
一
道
よ
り
生
死
を
出
て
一
法
身
を
証
得
す
る

こ
れ
ら
は
無
明
に
覆
わ
れ
て
い
る
今
生
で
は
実
現
不
可
能
で
、
浄
土
で
実
現
す
る
利
益
で
あ
る
。

Ｑ

随
文
せ
よ

Ａ『
涅
槃
経
』
第
一
文

一
乗
無
二
。
覚
る
真
実
は
、
清
ら
か
な
た
だ
一
つ
の
道
で
あ
り
、

二
つ
あ
る
こ
と
は
な
い

『
涅
槃
経
』
第
二
文

開
一
説
三
。
覚
れ
ば
衆
生
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
）
に
応
じ
て
説
教
す
る

『
涅
槃
経
』
第
三
文

究
竟
是
一
。
仏
性
を
覚
る

『
涅
槃
経
』
第
四
文

三
一
双
非
。
数
で
限
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
法
を
覚
る

『
華
厳
経
』

一
乗
無
二
。
因
一
・
果
一
。
一
切
仏
は
一
法
で
出
離
し
、
覚
る
智
慧
も
力
も
ひ
と
つ

『
本
典
研
本
文
（『
註
釈
版
』195

頁
）

現
代
語
版
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』125

頁

鑽
集
記
』

上292

一
乗
無
二

【85

】

『
涅
槃
経
』（
聖
行
品
）
【
八
五
】

『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
。

に
の
た
ま
は
く
、「
善
男
子
、
実
諦

「
善
良
な
も
の
よ
、
真
実
の
教
え
を
大
乗
と
い
う
。
大

は
名
づ
け
て
大
乗
と
い
ふ
。
大
乗
乗
で
な
い
も
の
は
真
実
の
教
え
と
は
い
わ
な
い
。
善
良
な

に
あ
ら
ざ
る
は
実
諦
と
名
づ
け
ず
。
も
の
よ
、
真
実
の
教
え
と
は
仏
の
説
か
れ
た
も
の
で
、
悪

善
男
子
、
実
諦
は
こ
れ
仏
の
所
説
魔
の
説
い
た
も
の
で
は
な
い
。
悪
魔
の
説
い
た
も
の
は
、

な
り
。
魔
の
所
説
に
あ
ら
ず
。
も
こ
れ
は
仏
の
説
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
真
実
の
教

し
こ
れ
魔
説
は
仏
説
に
あ
ら
ざ
れ
え
と
は
い
わ
な
い
の
で
あ
る
。
善
良
な
も
の
よ
、
真
実
の

ば
、
実
諦
と
名
づ
け
ず
。
善
男
子
、
教
え
は
、
清
ら
か
な
た
だ
一
つ
の
道
で
あ
り
、
二
つ
あ
る

実
諦
は
一
道
清
浄
に
し
て
二
つ
あ
こ
と
は
な
い
」

る
こ
と
な
し
」
と
。｛
以
上
｝

開
一
説
三

【86

】

ま
た
の
た
ま
は
く
、（
徳
【
八
六
】

ま
た
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
［（
涅
槃

王
品
）「
い
か
ん
が
菩
薩
、
一
実
に
経
）］。「
ど
う
し
て
、
菩
薩
は
一
乗
の
法
に
信
順
す
る
の
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随
自
意
語

信
順
す
る
。
菩
薩
は
一
切
衆
生
を
か
。
菩
薩
は
、
仏
が
す
べ
て
の
衆
生
を
導
い
て
、
み
な
そ

し
て
み
な
一
道
に
帰
せ
し
む
と
了
の
一
道
に
入
ら
せ
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
知
っ
て
い
る
。

知
す
る
な
り
。
一
道
は
い
は
く
大
一
道
と
は
大
乗
の
教
え
で
あ
る
。
仏
や
菩
薩
た
ち
は
、
さ

随
他
意
語

乗
な
り
。
諸
仏
・
菩
薩
、
衆
生
の
ま
ざ
ま
な
衆
生
の
た
め
に
、
仮
に
、
声
聞
の
教
え
・
縁
覚

た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
を
分
ち
て
の
教
え
・
菩
薩
の
教
え
と
、
三
乗
に
分
け
て
説
か
れ
て
い

三
つ
と
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
菩
薩
、
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
菩
薩
は
一
乗
の
法
に
信
順
す
る

不
逆

不
逆
に
信
順
す
」
と
。｛
以
上
｝

の
で
あ
る
」

衆
生
に
違
逆
せ
ず
二
乗
三
乗
あ
れ
ば
そ
の
機
に
応
じ
て
分
一
説
三
す
る

究
竟
是
一

【87

】

ま
た
の
た
ま
は
く
（
涅
【
八
七
】

ま
た
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
［（
涅
槃

槃
経
・
師
子
吼
品
）、「
善
男
子
、
経
）］。「
善
良
な
も
の
よ
、
畢
竟
に
二
種
が
あ
る
。
一
つ

畢
竟
に
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
荘
は
荘
厳
畢
竟
、
も
う
一
つ
は
究
竟
畢
竟
で
あ
る
。
こ
れ
を

厳
畢
竟
、
二
つ
に
は
究
竟
畢
竟
な
そ
れ
ぞ
れ
世
間
畢
竟
と
も
出
世
畢
竟
と
も
い
う
。
荘
厳
畢

り
。
一
つ
に
は
世
間
畢
竟
、
二
つ
竟
と
は
六
波
羅
蜜
の
行
で
あ
り
、
究
竟
畢
竟
と
は
す
べ
て

に
は
出
世
畢
竟
な
り
。
荘
厳
畢
竟
の
衆
生
が
得
る
一
乗
の
道
で
あ
る
。
こ
の
一
乗
の
道
を
仏

は
六
波
羅
蜜
な
り
。
究
竟
畢
竟
は
性
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
わ
た
し
は
〈
す
べ
て

一
切
衆
生
得
る
と
こ
ろ
の
一
乗
な
の
衆
生
に
こ
と
ご
と
く
仏
性
が
あ
る
〉と
説
く
の
で
あ
る
。

り
。
一
乗
は
名
づ
け
て
仏
性
と
す
。
す
べ
て
の
衆
生
は
、
こ
と
ご
と
く
一
乗
の
道
を
得
る
こ
と

こ
の
義
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
わ
が
で
き
る
。
た
だ
煩
悩
に
お
お
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ

れ
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
説
く
な
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
」

り
。
一
切
衆
生
こ
と
ご
と
く
一
乗

あ
り
。
無
明
覆
へ
る
を
も
つ
て
の

ゆ
ゑ
に
、
見
る
こ
と
を
得
る
こ
と

あ
た
は
ず
」
と
。｛
以
上
｝

荘
厳
畢
竟

縁
因
と
了
因
（
世
間
畢
竟
、
出
世
畢
竟
）
六
波
羅
蜜

究
竟
に
非
ず

究
竟
畢
竟

正
因
。
仏
性
。

究
竟
。

無
明
覆
へ
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
︙
︙
真
仏
土
文
類
の
造
語
の
も
と

三
一
双
非

【88

】
ま
た
の
た
ま
は
く
（
同
）、
【
八
八
】

ま
た
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
［（
涅
槃

非
三

大
乗
無
有
二
乗
三
乗

経
）］。

「
い
か
ん
が
一
と
す
る
、
一
切
衆
「
な
ぜ
一
と
す
る
の
か
。
す
べ
て
の
衆
生
が
、
こ
と
ご
と

生
こ
と
ご
と
く
一
乗
な
る
が
ゆ
ゑ
く
一
乗
の
道
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。

に
。

非
一

二
乗
三
乗
令
入
一
乗

い
か
ん
が
非
一
な
る
、
三
乗
を
説
な
ぜ
非
一
と
す
る
の
か
。
仮
に
三
乗
に
分
け
て
説
か
れ
る

く
が
ゆ
ゑ
に
。

か
ら
で
あ
る
。

非
一
・
非
非
一

一
乗
即
是
第
一
義
乗
也

い
か
ん
が
非
一
・
非
非
一
な
る
、
な
ぜ
一
で
も
な
く
非
一
で
も
な
い
と
す
る
の
か
。
一
乗
の

無
数
の
法
な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
」
と
。
道
は
数
で
限
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ

｛
以
上
｝

る
」

一
乗
無
二

【89

】

『
華
厳
経
』（
明
難
品
【
八
九
】

『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
。

「

・
晋
訳
）
に
の
た
ま
は
く
、「
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因
一
法
一
文
殊
の
法
は
つ
ね
に
し
か
な
り
。

文
殊
の
法
は
本
来
不
変
で
あ
る
。

法
王
は
た
だ
一
法
な
り
。

法
の
王
と
は
た
だ
一
つ
の
法
の
こ
と
で
あ
る
。

機
一
一
切
の
無
碍
人
、

す
べ
て
の
仏
が
た
は
、

一
道
よ
り
生
死
を
出
で
た
ま
へ
り
。
こ
の
一
道
に
よ
っ
て
迷
い
を
出
ら
れ
た
。

果
一
所
証
法
身
平
等

一
切
諸
仏
の
身
、

だ
か
ら
す
べ
て
の
仏
が
た
の
法
身
は
、

た
だ
こ
れ
一
法
身
な
り
。

た
だ
一
つ
の
法
身
で
あ
る
。

能
証
智
力
平
等

一
心
一
智
慧
な
り
。

一
つ
の
心
で
あ
り
、
一
つ
の
智
慧
で
あ
る
。

力
・
無
畏
も
ま
た
し
か
な
り
」
と
。
力
も
徳
も
同
様
で
あ
る
」

｛
以
上
｝

【90

】

し
か
れ
ば
、
こ
れ

【
九
〇
】

だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
さ
と
り
は
み
な
、
浄

ら
の
覚
悟
は
み
な
も
つ
て
安
養
浄
土
で
得
ら
れ
る
大
い
な
る
利
益
で
あ
り
、
本
願
に
よ
っ
て

刹
の
大
利
、
仏
願
難
思
の
至
徳
な
得
ら
れ
る
は
か
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
功
徳
で
あ
る
。

り
。
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海
の
釈

（
徳
）

Ｑ

海
は
何
を
譬
え
て
い
る
の
か

Ａ

出
拠
の
文
冒
頭
に
「
一
乗
海
」
と
標
さ
れ
て
い
る
。
一
乗
法
が
万
人
を
救
済
す
る
こ
と
を
海
に
譬
え
て
い

る
。

Ｑ

文
意
如
何
。

（『
聖
典
全
書
』
二
巻55
頁
）

（
梯
實
圓
和
上
『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
教
行
信
証
』
教
行
の
メ
モ

（『
註
釈
版
』197

頁
）

巻324

頁
）

「
海
」
と
い
ふ
は
、
久
遠
よ
り
こ
の
「
海
」
と
い
う
の
は
、
久
遠
の
昔
か
ら
今
ま
で
、

同
一
鹹
味

か
た

一
味
平
等

（
機
）

凡
聖
所
修
の
雑
修
・
雑
善
の

凡
夫
で
あ
れ
聖
者
で
あ
れ
、
自
力
で
修
め
て
き
た
さ
ま
転
善

川
水
を
転
じ
、

ざ
ま
な
川
の
水
に
等
し
い
よ
う
な
雑
行
・
雑
修
の
善
根

を
転
換
し
、

逆
謗
闡
提
・
恒
沙
無
明
の

悪
人
が
積
み
重
ね
て
き
た
、
大
海
の
水
ほ
ど
も
あ
る
五
転
悪

海
水
を
転
じ
て
、

逆
罪
、
謗
法
罪
、
一
闡
提
な
ど
、
数
限
り
な
い
無
明
煩

悩
の
濁
水
を
転
換
し
て
、

本
願
大
悲
智
慧
真
実
・
恒
沙
万
徳
の
本
願
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
大
悲
智
慧
の
真
実
な
る
無
転
成

大
宝
海
水
と
成
る
。
こ
れ
を
海
の
ご
量
功
徳
の
宝
の
海
水
に
成
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
転

と
き
に
喩
ふ
る
な
り
。

成
の
は
た
ら
き
を
海
の
よ
う
だ
と
喩
え
た
の
で
す
。

ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、『
経
』
に
説

こ
れ
に
よ
っ
て
経
に
「
煩
悩
の
氷
が
と
け
て
功
徳
の
罪
障
功
徳
の

き
て
「
煩
悩
の
氷
解
け
て
功
徳
の
水
水
と
な
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
意
味
が
よ
く
わ
か
り
ま
体
は
無
二

と
成
る
」と
の
た
ま
へ
る
が
ご
と
し
。
す
。

不
増
不
減

｛
以
上
｝

願
海
は
二
乗
雑
善
の
中
・
下
の
屍

本
願
の
海
に
は
、
下
類
の
声
聞
や
中
類
の
縁
覚
の
自
不
宿
屍
骸

骸
を
宿
さ
ず
。

力
雑
行
の
善
の
死
骸
を
宿
し
ま
せ
ん
。

（
法
）

い
か
に
い
は
ん
や
人
・
天
の
虚
仮
・
ま
し
て
人
間
や
天
人
の
偽
善
や
、
煩
悩
の
毒
の
ま
じ
っ

邪
偽
の
善
業
、
雑
毒
雑
心
の
屍
骸
を
た
自
力
心
の
死
骸
を
宿
す
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

宿
さ
ん
や
。

転
善

雑
修

さ
ま
ざ
ま
な
行
を
ま
じ
え
て
修
し
純
一
で
な
い
こ
と
。
専
修
に
対
す
る
語
。

①
雑
行
を
修
す
る
こ
と

②
五
正
行
の
中
の
正
定
業(

称
名)

と
助
業
（
読
誦
・
観
察
・
礼
拝
・
讃
嘆
供
養
）
を
同
格
に
み
な
し

て
修
す
る
こ
と
。

③
行
は
正
行
で
あ
っ
て
も
、
修
す
る
心
が
自
力
心
で
あ
る
場
合
を
い
う
。

④
専
ら
念
仏
を
修
し
て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
現
世
の
福
利
を
祈
る
場
合
を
い
う
。

雑
毒
の
善

「
信
文
類
」『
散
善
義
』
引
文
（『
聖
典
全
書
』
二
巻71

頁
）（『
註
釈
版
』216

頁
）

〈
一
者
至
誠
心
〉。
至
と
は
真
な
り
、
誠
と
は
実
な
り
。

20220330更新 本願一乗
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一
切
衆
生
の
身
口
意
業
の
所
修
の
解
行
、
か
な
ら
ず
真
実
心
の
う
ち
に
な
し
た
ま
へ
る
を

須
ゐ
ん
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
ふ
。
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
ず
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
内

に
虚
仮
を
懐
い
て
、
貪
瞋
邪
偽
、
奸
詐
百
端
に
し
て
悪
性
侵
め
が
た
し
、
事
、
蛇
蝎
に
同

じ
。
三
業
を
起
す
と
い
へ
ど
も
、
名
づ
け
て
雑
毒
の
善
と
す
、
ま
た
虚
仮
の
行
と
名
づ
く
、

真
実
の
業
と
名
づ
け
ざ
る
な
り
。
も
し
か
く
の
ご
と
き
安
心
起
行
を
な
す
は
、
た
と
ひ
身

心
を
苦
励
し
て
日
夜
十
二
時
に
急
に
走
め
急
に
作
し
て
頭
燃
を
灸
ふ
が
ご
と
く
す
る
も
の

は
、
す
べ
て
雑
毒
の
善
と
名
づ
く
。
こ
の
雑
毒
の
行
を
回
し
て
か
の
仏
の
浄
土
に
求
生
せ

ん
と
欲
す
る
は
、
こ
れ
か
な
ら
ず
不
可
な
り
。

川
水
と
海
水雑

毒
で
あ
っ
て
も
善
を
行
う
者
は
少
な
い
の
で
川
に
譬
え
、
悪
人
は
多
く
、
無
明
煩
悩
は
深
く
広
い

の
で
海
に
譬
え
る
。

転

万
人
を
受
け
い
れ
る

善
人
悪
人
と
い
う
様
々
な
味
の
水
を
引
き
受
け
て
、
一
味
平
等
の
塩
味
と
変
え
成
す
。

『
正
像
末
和
讃
』
４
０
首
（『
聖
典
全
書
』
二
巻488

頁
）（
左
訓

原
文
カ
ナ
）

(40)弥
陀
智
願
の
広
海
に

凡
夫
善
悪
の
心
水
も

（
文
明
本
）

凡
夫
の
善
こ
こ
ろ
悪
の
心
を
水
に
譬
え
た
る
な
り

（
顕
智
本
）

善
悪
の
心
を
水
に
譬
え
た
る
な
り

帰
入
し
ぬ
れ
ば
す
な
は
ち
に

大
悲
心
と
ぞ
転
ず
な
る

（
文
明
本
）

悪
の
心

善
と
な
る
を
転
ず
る
な
り
と
い
ふ
な
り

（
顕
智
本
）

様
々
の
水
の
海
に
入
り
て
す
な
わ
ち
塩
と
な
る
が
如
く

善
悪
の
こ
こ
ろ
の
水

皆
大
悲
の
心
に
な
る
な
り

消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
無
限
に
受
け
い
れ
る
が
海
の
水
は
不
増
不
減

『
唯
信
鈔
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻687

頁
）（『
註
釈
版
』701

頁
）

（
康
元
本
）

過
去
・
今
生
・
未
来
の
一
切
の
罪
を
転
ず
。
転
ず
と
い
ふ
は
、
善
と
か
へ

な
す
を
い
ふ
な
り
。

（
正
嘉
本
）
過
去
・
今
生
・
未
来
の
一
切
の
つ
み
を
善
に
転
じ
か
へ
な
す
と
い
ふ
な
り
。

転
ず
と
い
ふ
は
、
つ
み
を
け
し
う
し
な
は
ず
し
て
善
に
な
す
也
。
よ
ろ
づ
の
水
大
海
に
い

れ
ば
す
な
わ
ち
う
し
ほ
と
な
る
が
ご
と
し
。

氷
と
水

氷
は
命
を
害
す
る
。
水
は
命
を
潤
す
。

菩
提
の
仏
智
（
水
）
よ
り
見
れ
ば
煩
悩
（
氷
）
と
い
う
実
体
は
無
い
。
あ
る
の
は
功
徳
の
み
。

『
高
僧
和
讃
』
曇
鸞
讃

(32)本
願
円
頓
一
乗
は

行

逆
悪
摂
す
と
信
知
し
て

信

煩
悩
・
菩
提
体
無
二
と

20220330更新 本願一乗
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す
み
や
か
に
と
く
さ
と
ら
し
む

(39)無
碍
光
の
利
益
よ
り

威
徳
広
大
の
信
を
え
て

か
な
ら
ず
煩
悩
の
こ
ほ
り
と
け

す
な
は
ち
菩
提
の
み
づ
と
な
る

(40)罪
障
功
徳
の
体
と
な
る

こ
ほ
り
と
み
づ
の
ご
と
く
に
て

こ
ほ
り
お
ほ
き
に
み
づ
お
ほ
し

さ
は
り
お
ほ
き
に
徳
お
ほ
し

(41)名
号
不
思
議
の
海
水
は

不
宿
死
骸

逆
謗
の
屍
骸
も
と
ど
ま
ら
ず

悪
人
の
死
骸

衆
悪
の
万
川
帰
し
ぬ
れ
ば

同
一
鹹
味

功
徳
の
う
し
ほ
に
一
味
な
り

(42)尽
十
方
無
碍
光
の

大
悲
大
願
の
海
水
に

煩
悩
の
衆
流
帰
し
ぬ
れ
ば

智
慧
の
う
し
ほ
に
一
味
な
り

中
下

上
（
菩
薩
）、
中
（
縁
覚
）、
下
（
声
聞
）
と
配
当
し
た

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品

十
方
十
仏
章

三
乗
行
仏
（『
聖
典
全
書
』
一
巻411

頁
）

（『
註
釈
版
七
祖
篇
』9

頁
）

そ
の
仏
つ
ね
に
声
聞
の
行
、
辟
支
仏
の
行
、
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
の
行
を
説
き
た
ま
ふ
。
あ

る
人
い
は
く
、「
上
・
中
・
下
の
精
進
を
説
く
が
ゆ
ゑ
に
、
号
し
て
三
乗
行
と
な
す
」
と
。

死
骸

Ｑ

善
人
ま
で
死
骸
と
い
う
の
か
？

Ａ

自
力
で
は
成
仏
で
き
な
い
か
ら

『
唯
信
鈔
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻685

頁
）（『
註
釈
版
』700

頁
）

（
康
元
本
）
し
か
れ
ば
大
小
の
聖
人
・
善
悪
の
凡
夫
、
み
な
と
も
に
自
力
の
智
慧
を
も
つ

て
は
大
涅
槃
に
い
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
、

（
正
嘉
本
）
し
か
れ
ば
、
大
乗
の
聖
人
、
小
乗
の
聖
人
、
善
人
・
悪
人
・
一
切
凡
夫
、
み

な
と
も
に
自
力
の
智
慧
を
も
て
は
大
涅
槃
に
い
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
、

同
一
鹹
味

と
は
善
悪
簡
ば
す
一
切
衆
生
を
引
き
受
け
て
い
く
こ
と
を
あ
ら
わ
し
、

・

20220330更新 本願一乗
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不
宿
屍
骸

と
は
善
人
の
自
力
根
性
を
浄
化
し
他
力
に
転
じ
て
い
く
こ
と
を
明
か
す
。

・
本
願
一
乗
海
に
帰
入
し
た
者
は
自
力
の
は
か
ら
い
を
離
れ
て
他
力
を
憑
む
も
の
に
な
る
の
で
、
自
力
の
者
は
存
在
し
な
い
。
如

来
の
本
願
力
以
外
の
不
純
物
を
宿
さ
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
高
僧
和
讃
第41

首
に
は
悪
人
の
死
骸
も
い
わ
れ
る
。

善
の
不
宿
死
骸

善
を
ほ
こ
る
心
を
う
ば
わ
れ
る

悪
の
不
宿
死
骸

悪
を
恐
れ
る
心
を
う
ば
わ
れ
る

転
前

自
ら
の
悪
業
と
苦
果
に
向
き
合
っ
て
い
な
い

転
後

自
ら
が
悪
業
を
引
き
受
け
て
そ
こ
が
仏
道
と
な
る

阿
闍
世
は
阿
鼻
地
獄
へ
行
く
こ
と
を
受
け
い
れ
て
、

衆
生
の
悪
心
を
破
壊
し
に
行
き
ま
す
。
無
量
劫
の
間
衆
生
の
苦
悩
を
受
け
る
が

苦
と
せ
ず
（『
聖
典
全
書
』
二
巻119

頁
）

（
こ
の
義
、20220303

峠
雪
安
居
に
て

岡
本
法
治
さ
ん
新
晃
真
さ
ん
か
ら
教
わ
る
）

20220330更新 本願一乗
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二
教
二
機
対

一
如
よ
り
示
現
さ
れ
た
本
願
は
相
対
を
示
し
て
衆
生
を
利
他
教
化
す
る
。
そ
れ
は
衆
生
が
縁
を
結
ぶ
こ
と
の

で
き
る
分
別
の
領
域
に
現
れ
出
た
平
等
一
如
の
慈
悲
活
動
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
言
説
た
る
教
、
因
徳
と
な

る
行
信
、
果
徳
と
な
る
証
が
如
来
よ
り
示
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
指
し
て
『
証
文
類
』
四
法
結
釈

に
は
、そ

れ
真
宗
の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
の
大
悲
回
向
の
利
益
な
り
。
ゆ
ゑ
に
、
も
し
は
因
、
も
し
は

果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
へ
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
こ

と
な
し
。
因
、
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
に
果
ま
た
浄
な
り
。
知
る
べ
し
と
な
り
。

と
い
う
。
相
対
を
絶
し
た
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
よ
り
分
別
相
対
の
領
域
に
回
向
さ
れ
た
因
徳
の
こ
と
を
こ

こ
で
は
行
信
と
い
う
。
こ
の
行
と
信
を
指
し
て
『
行
文
類
』
で
は
教
と
機
に
つ
い
て
比
挍
対
論
す
る
。

教

教
は
教
法
の
こ
と
で
あ
り
、
念
仏
と
い
う
法
と
諸
善
と
い
う
法
を
比
挍
対
論

機

教
法
を
信
受
し
て
い
る
者
を
機
と
い
い
、
念
仏
の
機
と
諸
善
の
機
を
比
挍
対
論

૮
ী
શ
ऋ
ী
શ
भ
୩
ୠ
ध
ம
ਡ
॑
੅
ण

言
葉
の
上
で
は
比
挍
対
論
し
て
い
て
も
そ
の
内
容
を
見
れ
ば
対
目
に
な
ら
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
分

別
の
次
元
と
無
分
別
の
次
元
と
が
対
目
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

教

思
不
思
議
対
、
因
行
果
徳
対

ま
た
そ
の
分
別
と
無
分
別
の
接
点
を
あ
ら
わ
し
て
宗
祖
は
行
信
一
念
を
明
か
さ
れ
る
。
行
一
念
は
分
別
領
域
の

最
小
単
位
で
あ
る
一
声
に
無
上
功
徳
が
回
向
さ
れ
る
こ
と
を
指
し
、
信
の
一
念
は
時
間
と
い
う
分
別
を
持
っ
た

衆
生
の
上
に
、
時
間
の
経
過
を
必
要
と
し
な
い
救
済
が
成
立
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

機

奢
促
対

こ
れ
ら
は
対
目
し
な
が
ら
も
相
対
を
超
え
て
い
る
表
現
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

১
୅
ଡ
ୗ
॑
ి
ં
घ
ॊ
ૻ
㱧
ৌ
૛

教

自
力
他
力
対
、
回
不
回
向
対

こ
れ
ら
は
善
人
だ
け
に
開
か
れ
る
華
天
一
乗
と
決
別
し
、
悪
人
を
も
含
む
万
人
を
救
済
す
る
教
法
を
表
し
て

い
る
。
善
人
が
さ
と
り
を
得
て
い
く
仏
道
と
、
阿
弥
陀
仏
が
万
人
を
救
済
す
る
仏
道
と
の
対
比
で
あ
る
か
ら
、

能
動
の
主
語
が
違
う
。

機

信
疑
対

す
く
い
の
仏
道
が
喚
び
か
け
ら
れ
て
い
る
の
に
他
力
の
救
済
を
は
ね
つ
け
る
、
も
し
く
は
己
の
善
根
に
す
り

替
え
て
本
願
力
回
向
を
不
回
向
の
状
態
に
し
て
い
る
こ
と
を
疑
と
い
う
。
如
来
選
択
本
願
力
回
向
の
救
済
に
乗

託
す
る
こ
と
を
信
と
い
う
。

ബ
ৌ
ਂ
੸
भ
ઇ
ध
ਃ

『
興
福
寺
奏
状
』『
摧
邪
輪
』『
延
暦
寺
奏
状
』
は
「
法
然
の
専
修
念
仏
は
過
ち
で
あ
る
」
と
攻
撃
し
て
き
た
。

そ
の
相
手
に
対
し
て
宗
祖
は
「
い
え
、
あ
な
た
方
も
阿
弥
陀
仏
の
法
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
す
よ
」
と
答
え
た

の
が
「
絶
対
不
二
」
の
「
誓
願
一
仏
乗
」
で
あ
る
。
相
対
は
優
劣
を
示
す
。
絶
対
不
二
は
す
べ
て
を
受
け
い
れ

て
い
る
。
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␟
૞
અ
␠

昭
和4

7
年
度

聖
道
権
実

判
決

題
意

宗
祖
は
聖
道
門
を
も
っ
て
方
便
の
教
と
せ
ら
れ
た
が
、
方
便
と
は
い
か
な
る
意
味
か
、
単
に
所
廃
の
法
と
せ
ら

れ
る
意
図
な
の
か
ど
う
か
等
を
吟
味
し
て
、
宗
祖
の
聖
道
教
受
容
の
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

出
拠

宗
祖
及
び
歴
代
相
承
の
出
拠

論
点

(

一)

権
・
実
の
意
味

(

二)

聖
道
門
を
方
便
と
見
ら
れ
る
理
由
と
根
拠

(

三)

宗
祖
に
お
け
る
聖
道
教
受
容
の
態
度

(

四)

そ
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て

｢

聖
道
権
実｣

判
決

｢

化
身
土
文
類｣

通
判
一
代
の
釈
に

凡
就
一
代
教
、
於
此
界
中
入
聖
得
果
、
名
聖
道
門
、
云
難
行
道
。
就
此
門
中
、
有
大
小
、
漸
頓
、
一
乗
二
乗
三

乗
、
権
実
、
顕
密
、
竪
出
竪
超
。
則
是
自
力
、
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
之
道
路
也

と
い
い
、『
浄
土
和
讃
』(

大
経
讃)

に

聖
道
権
仮
の
方
便
に
、
衆
生
ひ
さ
し
く
と
ど
ま
り
て
諸
有
に
流
転
の
身
と
ぞ
な
る
、
悲
願
の
一
乗
帰
命
せ
よ

と
あ
る
。
こ
れ
を
も
つ
て
こ
の
論
題
の
出
拠
と
す
る
。

さ
て
今
、こ
れ
ら
の
文
に
よ
っ
て
、宗
祖
が
聖
道
門
を
も
っ
て
方
便
と
せ
ら
れ
る
意
図
を
窺
う
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
聖
道
門
と
い
う
の
は
、
宗
祖
自
身
、｢

此
の
界
の
中
に
し
て
入
聖
得
果
す
る
を
聖
道
門
と
名
く｣
と
い
わ

れ
る
如
く
、
此
土
入
聖
の
法
門
を
い
う
。
し
か
る
に
す
で
に｢

入
聖
得
果｣

と
い
わ
れ
る
、
方
便
と
い
っ
て
も
、

聖
道
門
を
も
っ
て
成
佛
法
に
あ
ら
ず
と
さ
れ
る
意
図
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
『
愚
禿
鈔
』
に｢

聖
道
之
実
教｣

と
い
い
、
あ
る
い
は
、

一
者
竪
超
、
即
身
是
仏
即
身
成
仏
等
之
証
果
也

と
あ
る
も
の
な
ど
に
徴
し
て
、
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
実
教
を
も
含
め
て
聖
道
門
全
体

を｢

方
便
権
門
之
道
路
也｣

と
仰
せ
ら
れ
る
祖
意
は
い
ず
れ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

思
う
に
宗
祖
の
聖
道
門
観
の
基
づ
く
と
こ
ろ
は
『
大
経
』
に
あ
る
。『
大
経
』
に
は
先
ず｢

発
起
序｣

に
お
い

て
、

如
来
以
無
蓋
大
悲
、
矜
哀
三
界
、
所
以
出
興
於
世
、
光
闡
道
教
、
欲
極
群
萌
、
恵
以
真
実
之
利

と
、
こ
の
経
が
釈
尊
出
世
の
本
懐
な
る
こ
と
を
説
か
れ
る
。
而
し
て
こ
の
発
起
序
の
文
は
自
か
ら
終
り
の
流
通

分
の
文
に
照
応
す
る
。
即
ち｢

光
闡
道
教｣

は｢

当
来
之
世
経
道
滅
尽｣

に
相
応
し
、｢

恵
以
真
実
之
利｣

は｢

特
留

此
経
止
住
百
歳｣

の
文
に
相
応
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
釈
尊
は
、
道
教
即
ち
聖
道
法
を
説
く
こ
と
を
本
意
と
せ

ず
、
浄
土
の
法
を
説
く
こ
と
を
本
意
と
せ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
経
意
を
う
け
ら
れ
る
の
が
、
宗
祖
の
『
教
行
信
証
文
類
』
で
あ
っ
て
、『
教
文
類
』
に
は
真
実
教
た
る
『
大

経
』
の
大
意
を
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
釈
尊
出
世
の
本
懐
の
経
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た｢

化
身
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土
文
類｣

に

然
拠
正
真
教
意
、
披
古
徳
伝
説
、
顕
開
聖
道
浄
土
真
仮[

云
々]

と
い
わ
れ
る
の
は
、
聖
浄
対
望
し
て
真
仮
分
判
さ
れ
る
理
由
を
示
さ
れ
る
の
で
、
次
下
に
道
綽
の
『
安
楽
集
』

及
び
最
澄
の
『
末
法
灯
明
記
』
の
文
を
引
か
れ
る
の
は
、
聖
道
法
は
末
法
の
劣
機
に
は
難
証
の
法
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
上
の
文
に

信
知
、
聖
道
諸
教
、
為
在
世
正
法
、
而
全
非
像
末
法
滅
之
時
機
、
己
失
時
乖
機
也

と
あ
る
の
が
、
正
し
く
そ
の
意
で
あ
る
。
し
か
る
に
佛
の
大
悲
は
一
切
衆
生
を
平
等
に
救
う
こ
と
に
あ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
聖
道
法
を
説
く
こ
と
は
釈
尊
の
本
意
で
な
く
、
三
時
通
入
の
浄
土
の
法
を
説
く
こ
と
こ
そ
、
釈
尊

の
本
意
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
あ
え
て
聖
道
法
を
説
か
れ
る
の
は
、
未
熟
の
根
機
を
し
て
浄
土
の

法
に
誘
引
せ
ん
が
た
め
に
外
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
今
、
権
実
と
い
う
の
は
、
佛
の
説
意
に
約
し
て
い
う
の
で
、

聖
道
法
は
随
他
意
方
便
の
説
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
所
廃
の
法
と
見
ら
れ
た
の
が
、
宗
祖
の
思
召
し
で
あ
る
と

窺
わ
れ
る
。

以
上

平
成2

8

年
度

聖
道
権
実

判
決

提
要

〔
題
意
〕

宗
祖
は
聖
道
門
に
実
教
と
権
教
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
聖
道
門
を
す
べ
て
権
教
と
し
て

廃
捨
さ
れ
た
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
。

〔
出
拠
〕

『
愚
禿
鈔
』、｢

浄
土
和
讃｣

大
経
讃

そ
の
他
の
出
拠
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
挙
げ
る
。

〔
釈
名
〕

｢

聖
道｣

｢

権｣
｢

実｣〔
義
相
〕

一
、
宗
祖
に
お
け
る
聖
道
実
教
と
聖
道
権
教
の
説
示

二
、
聖
道
法
を
実
教
と
み
る
説
の
内
容

三
、
聖
道
法
を
権
教
と
み
る
説
の
内
容

四
、
宗
祖
に
お
け
る
聖
道
法
の
意
義

「
聖
道
権
実
」
判
決

【
題
意
】

宗
祖
は
聖
道
門
に
実
教
と
権
教
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
聖
道
門
を
す
べ
て
権
教
と
し
て

廃
捨
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

『
本
典
』「
行
文
類
」「
化
身
土
文
類
」

『
愚
禿
鈔
』

『
浄
土
和
讃
』
等
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【
釈
名
】

｢
聖
道｣
と
は
聖
道
門
の
こ
と
で
あ
り
、
自
力
の
修
行
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
で
さ
と
り
を
開
く
こ
と
を
説
く
法

門
を
い
う
。

｢

権｣

と
は
権
教
の
意
で
、
仏
が
暫
く
実
義
を
さ
し
お
い
て
仮
り
に
設
け
た
方
便
の
教
え
を
い
う
。｢

実｣

と
は

実
教
の
意
で
、
究
竟
の
実
義
の
あ
り
の
ま
ま
を
明
白
に
示
し
た
真
実
の
教
え
を
い
う
。

【
義
相
】

一
、
宗
祖
に
お
け
る
聖
道
実
教
と
聖
道
権
教
の
説
示

聖
道
法
を
実
教
と
見
る
説
示
は
、『
愚
禿
鈔
』
巻
上
の
二
双
四
重
判
で
、
頓
教
の
中
に
二
教
二
超
が
出
さ
れ

て
い
る
。
二
教
は
教
法
そ
の
も
の
を
指
し
、
二
超
は
所
得
の
証
果
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
、
竪
超
は
聖
道
の

実
教
を
指
し
、｢

難
行
聖
道
の
実
教｣
、
つ
ま
り
自
力
聖
道
門
中
の
頓
教
と
し
て｢

仏
心
・
真
言
・
法
華
・
華
厳

の
教｣

を
挙
げ
、
所
得
の
証
果
と
し
て｢
即
身
是
仏
・
即
身
成
仏
等
の
証
果｣

を
得
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
聖
道
法
を
権
教
と
見
る
説
示
は
、｢

化
身
土
文
類｣

観
経
隠
顕
釈
に
お
い
て
、
此
土
入
聖
の
聖
道
門
を｢

自

力
、
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の
道
路｣

と
示
さ
れ
る
も
の
や
、『
浄
土
和
讃
』
の｢

聖
道
権
仮
の
方
便
に

衆

生
ひ
さ
し
く
と
ど
ま
り
て

諸
有
に
流
転
の
身
と
ぞ
な
る

悲
願
の
一
乗
帰
命
せ
よ｣

な
ど
で
あ
る
。

二
、
聖
道
法
を
実
教
と
み
る
説
の
内
容

宗
祖
は
聖
道
法
を
権
教
と
説
示
す
る
が
、
権
教
と
は
暫
く
は
用
い
ら
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
廃
さ
れ
る
暫
用

還
廃
の
教
法
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
道
法
は
、
真
実
な
る
弘
願
法
に
入
る
過
程
と
し
て
し
ば
ら
く
は

用
い
ら
れ
る
が
、弘
願
法
に
入
り
お
わ
っ
た
な
ら
ば
不
要
な
も
の
と
し
て
廃
さ
れ
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
、
聖
道
法
そ
の
も
の
は
成
仏
法
で
あ
る
が
、
末
法
時
の
凡
夫
に
は
堪
え
ら
れ
な
い
か
ら
廃
さ
れ
る

と
す
る
の
が
、
聖
道
法
を
実
教
と
み
る
説
の
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
を
約
機
廃
立
と
い
う
。

聖
道
法
そ
の
も
の
が
成
仏
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、『
大
経
』
に
は
法
蔵
因
位
の
行
と
し
て
聖
道
法
の
行

で
あ
る
六
波
羅
蜜
が
説
か
れ
、『
一
念
多
念
文
意
』
に｢

竪
の
金
剛
心
の
菩
薩｣

、｢

聖
道
自
力
の
難
行
道
の
人｣

と
さ
れ
る
弥
勒
の
成
仏
が
、｢

信
文
類｣

便
同
弥
勒
釈
に｢

竜
華
三
会
の
暁
、
ま
さ
に
無
上
覚
位
を
極
む
べ
し｣

と

示
さ
れ
る
こ
と
等
に
拠
る
。

三
、
聖
道
法
を
権
教
と
み
る
説
の
内
容

聖
道
法
を
権
教
と
見
る
説
の
内
容
は
、
聖
道
法
そ
の
も
の
が
も
と
も
と
成
仏
法
で
は
な
く
、
弘
願
真
実
に
導

く
た
め
に
の
み
仮
に
設
け
ら
れ
た
法
で
あ
る
か
ら
廃
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、こ
れ
を
約
法
廃
立
と
い
う
。

通
仏
教
に
お
い
て
権
実
は
得
道
で
き
る
か
否
か
に
よ
っ
て
区
別
す
る
が
、
宗
祖
に
お
い
て
は｢

行
文
類｣

一
乗

海
釈
に｢

大
乗
は
二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。
二
乗
・
三
乗
は
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。
一
乗
は
す
な

は
ち
第
一
義
乗
な
り
。
た
だ
こ
れ
誓
願
一
仏
乗
な
り｣

と
、
弘
願
法
の
み
が
一
乗
真
実
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
こ

と
等
に
拠
っ
て
権
実
を
分
別
す
る
。

四
、
宗
祖
に
お
け
る
聖
道
法
の
意
義

仏
教
に
お
け
る
法
と
は
転
迷
開
悟
の
法
で
あ
り
、
衆
生
に
受
容
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
衆
生
が
成
仏
し
て
ゆ

く
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
機
を
離
れ
た
法
は
な
く
、
法
を
離
れ
た
機
は
な
い
。
法
は
素
晴
ら
し
い
が
機
が
堪

え
得
な
い
と
い
わ
れ
る
時
が
あ
る
が
、
機
に
堪
え
得
な
い
法
、
機
を
利
益
し
な
い
法
が
素
晴
ら
し
い
法
で
あ
る

は
ず
が
な
い
。
末
法
時
の
凡
夫
と
い
う
機
に
堪
え
得
な
い
法
で
あ
る
か
ら
廃
す
る
と
い
う
の
は
、
廃
す
る
理
由

を
機
に
置
く
約
機
廃
立
で
あ
る
が
、
末
法
時
の
凡
夫
に
と
っ
て
成
仏
不
可
能
な
法
で
あ
る
か
ら
廃
す
る
と
い
う

の
は
、
廃
す
る
理
由
を
法
に
置
く
約
法
廃
立
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
約
機
廃
立
が
そ
の
ま
ま
約

法
廃
立
と
な
る
。
宗
祖
は｢

化
身
土
文
類｣

に
お
い
て
、
聖
道
門
を｢

方
便
権
門
の
道
路｣

と
示
さ
れ
る
が
、
そ
の

直
前
に
は
、
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し
か
る
に
常
没
の
凡
愚
、
定
心
修
し
が
た
し
、
息
慮
凝
心
の
ゆ
ゑ
に
。
散
心
行
じ
が
た
し
、
廃
悪
修
善
の

ゆ
ゑ
に
。
こ
こ
を
も
っ
て
立
相
住
心
な
ほ
成
じ
が
た
き
が
ゆ
ゑ
に
、｢

た
と
ひ
千
年
の
寿
を
尽
す
と
も
、

法
眼
い
ま
だ
か
つ
て
開
け
ず｣

と
い
へ
り
。
い
か
に
い
は
ん
や
、
無
相
離
念
ま
こ
と
に
獲
が
た
し
。

と
、
聖
道
法
の
行
は
機
に
堪
え
得
な
い
行
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
宗
祖
に
お
い
て
は
、
聖
道
法
が

も
と
も
と
仏
果
を
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
権
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
機
に
堪
え
得
な
い
か
ら
権

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

宗
祖
が
こ
の
よ
う
に
権
実
を
分
か
つ
の
は
、
得
道
で
き
る
か
否
か
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
仏
意
が
あ
る
か
否

か
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
経
』
が
真
実
の
教
と
さ
れ
る
の
は
、『
大
経
』
が
釈
尊
出
世
本
懐
の
経
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
大
経
』
こ
そ
が
本
願
を
顕
露
に
説
か
れ
た
経
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、『
尊
号
真

像
銘
文
』
や
『
一
念
多
念
文
意
』
に
は
本
願
を
説
く
こ
と
は
釈
尊
の
み
の
出
世
の
本
懐
で
は
な
く
、
一
切
諸
仏

の
出
世
本
懐
で
あ
る
と
説
示
さ
れ
て
い
る
。
菩
薩
の
総
願
で
あ
る
四
弘
誓
願
の
第
一
は
、｢

衆
生
無
辺
誓
願
度｣

で
あ
り
、
そ
も
そ
も
一
切
の
菩
薩
の
根
本
の
願
い
は
一
切
衆
生
を
迷
い
か
ら
悟
り
へ
度
す
る
こ
と
に
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
機
根
に
も
相
応
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
い
え
ば
、
仏
道
を
歩
む
能
力
の
優

劣
に
か
か
わ
ら
ず
仏
果
を
証
す
る
こ
と
が
可
能
な
弘
願
法
こ
そ
が
一
切
の
諸
仏
の
願
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
の

は
理
の
当
然
で
あ
る
。
宗
祖
が
『
大
経
』
を
真
実
の
教
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
聖
道
法
の
教
理
は
深
妙
で
あ
る
が
、
一
切
衆
生
を
利
益
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
切
衆
生
を
成
仏
せ
し
め

る
の
は
弘
願
法
の
み
で
あ
る
と
い
う
宗
祖
の
見
方
は
、
便
同
弥
勒
釈
の
直
前
に
、

至
れ
る
こ
と
、『
華
厳
』
の
極
唱
、『
法
華
』
の
妙
談
に
し
か
ん
や
。
か
つ
は
い
ま
だ
普
授
あ
る
こ
と
を
見

ず
。
衆
生
一
生
に
み
な
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
記
を
得
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
不
可
思

議
功
徳
の
利
な
り

と
の
文
が
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

聖
道
法
は
暫
用
還
廃
の
権
教
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
暫
用
の
側
面
に
つ
い
て
、『
末
灯
鈔
』
第
一
通
に
は
、｢

聖

道
と
い
ふ
は
、
す
で
に
仏
に
成
り
た
ま
へ
る
人
の
、
わ
れ
ら
が
こ
こ
ろ
を
す
す
め
ん
が
た
め
に｣
説
か
れ
た
教

え
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、｢

化
身
土
文
類｣

で
は
聖
道
門
が｢

自
力
、
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の
道
路
な

り｣

と
い
わ
れ
る
が
、｢

利
他
教
化
地｣

の
語
は
還
相
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
聖
道
法
は
還
相
の
菩
薩
が
衆
生
を

弘
願
法
に
入
ら
せ
る
た
め
に
説
く
法
で
あ
る
と
の
位
置
づ
け
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

な
お
、｢

化
身
土
文
類｣

三
願
転
入
の
文
に
お
い
て
、
宗
祖
は
自
ら
の
宗
教
的
歴
程
を
顧
み
て
、
聖
道
法
を
棄

て
た
後
、
要
門
・
真
門
を
経
て
弘
願
に
転
入
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
聖
道
法
は
廃
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

最
終
的
に
自
ら
を
弘
願
に
転
入
さ
せ
た
は
た
ら
き
を
持
っ
た
も
の
と
位
置
づ
け
、
宗
祖
は
釈
尊
に
よ
っ
て
聖
道

法
が
説
か
れ
た
こ
と
を
深
い
謝
念
を
も
っ
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
結
び
】

宗
祖
が
聖
道
法
を
権
教
と
さ
れ
る
の
は
、
聖
道
法
そ
の
も
の
が
不
成
仏
法
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
仏
の
本

意
は
聖
道
法
を
説
く
こ
と
に
は
な
く
、
最
終
的
に
弘
願
法
に
入
ら
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
我
々
は
、
聖
道
法
に
依
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
聖
道
法
を
一
切
衆
生
救
済
と
い
う
仏
の
大
慈
悲
の
あ
ら
わ

れ
と
し
て
受
け
取
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上

資
料
提
供

井
上
敬
信
さ
ま
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）
年

http://kyokusho.g.dgdg.jp/benkyo/zettai.pdf

以
上
。
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

〒
五
九
九
︱
八
一
二
五

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５
２
１

旭
照
寺

山
上
正
尊

senjakuhongan@
gm

ail.com
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